
本
稿
は
、「
国
家
学Staatsw

issenschaften

」
と
称
さ
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
に
固
有
の
実
践
的
な
総
合
政
治
学
体
系
の
学
問
伝
統
が
、

社
会
の
近
代
化
の
過
程
で
生
ま
れ
た
「
社
会
問
題
」
と
総
称
さ
れ
る
各
種
の
生
活
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
的
社
会

改
良
主
義
の
思
想
群
の
形
成
に
独
自
に
貢
献
し
た
点
を
展
望
す
る
た
め
の
序
論
的
な
覚
え
書
き
で
あ
る
。
社
会
の
近
代
化
は
学
問
の

近
代
化
を
と
も
な
い
、
後
者
は
、
客
観
主
義
的
・
形
式
論
的
な
「
脱
政
治
化
」
と
個
別
専
門
分
野
の
自
立
化
と
を
特
徴
と
し
た
か

ら
、
国
家
目
的
論
で
つ
ら
ぬ
か
れ
た
総
合
的
な
「
政
治
的
学
問
」
と
し
て
の
国
家
学
は
、
十
九
世
紀
を
つ
う
じ
て
次
第
に
そ
の
存
立

基
盤
を
喪
失
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
国
家
学
に
お
け
る
目
的
論
的
実
質
論
と
哲
学
的
基
礎
づ
け
と
い
う

当
為
の
視
座
は
、
目
的
の
達
成
度
を
当
為
の
規
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
実
体
世
界
の
生
活
課
題
の
発
見

を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
当
為
の
視
座
に
よ
る
生
活
課
題
の
発
見
と
い
う
主
題
は
、
学
問
に
お
け
る
近
代
主
義
の
没

政
治＝

没
倫
理
性
を
克
服
し
、
人
々
の
共
同
生
活
の
望
ま
し
い
あ
り
方
を
問
い
返
す
と
い
う
、
現
代
の
政
策
学＝

政
治
学
に
課
さ
れ

て
い
る
実
質
的
な
課
題
に
つ
う
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

近
代
原
理
の
形
式
性
と
ド
イ
ツ
国
家
学
の
実
質
性

木

村

周

市

朗

―１３０（１）―

近
代
原
理
の
形
式
性
と
ド
イ
ツ
国
家
学
の
実
質
性



し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
近
代
主
義
の
形
式
性
を
超
え
る
思
想
原
型
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、「
善
い
生
」
と
い
う
実
質
的
な
目

的
内
容
に
お
い
て
政
治
学
を
倫
理
学
と
一
体
不
可
分
の
も
の
と
み
な
し
て
き
た
旧
い
「
政
治
的
学
問
」
の
ド
イ
ツ
的
伝
統
の
継
承
者

と
し
て
、
国
家
学
が
参
照
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
国
家
学
を
思
想
基
盤
と
す
る
社
会
改
良
主
義
の
醸
成
に
最
も
深
く
か
か
わ
っ
た
と
思
わ

れ
る
要
素
は
、「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
」
を
含
む
広
義
の
官
房
学
と
世
俗
的
な
自
然
法
論
と
の
二
つ
で
あ
る
。
以
下
、
官
房
学
か
ら
の
「
経

済
学
」
の
自
立
化
と
、
世
俗
的
自
然
法
論
か
ら
の
実
定
法
主
義
の
分
立
と
い
う
、
二
つ
の
領
域
で
の
近
代
化
過
程
の
問
題
状
況
を
、

と
く
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
私
的
自
治
原
理
の
確
立
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
と
の
関
係
性
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
各
二
節
で
追
跡
し
、

こ
れ
に
対
す
る
国
家
学
的
方
法
と
そ
の
問
題
発
見
的
視
座
の
独
自
の
位
置
価
値
を
最
終
節
で
展
望
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
「
経
済
学
」
の
自
立
化

一

ド
イ
ツ
の
大
学
で
「
政
治
学
」
す
な
わ
ち
単
数
形
のpolitische

W
issenschaft

が
一
学
問
分
野
と
し
て
は
じ
め
て
開
設
さ

れ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
複
数
形
の
「
政
治
学
」
あ
る
い
は
「
政
治
的
学
問politische

W
issenschaften

」

は
、「
国
家
学
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
つ
つ
十
八
世
紀
以
来
存
在
し
た
。
こ
の
複
合
領
域
は
、
広
義
の
官
房
学
（
家
政
学
な
い
し
経
済

学Ö
konom

ik

・
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
・
財
政
学
）、
自
然
法
的
公
法
学(Publizistik)

、
国
勢
学(Staatenkunde)

な
い
し
統
計
学
お
よ

び
国
家
史
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
物
財
的
・
技
術
学
的
・
百
科
全
書
的
要
素
と
道
徳
学
的
・
目
的
論
的
要
素
の
両
面
を
含
み
、
全
体

と
し
て
形
成
・
発
展
期
の
君
主
制
領
邦
絶
対
主
義
の
統
治
活
動
を
支
え
る
理
論
的
諸
根
拠
を
提
供
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
統

治
」
の
学
は
、「
オ
イ
コ
ス
」
に
お
け
る
家
父
長
的
な
支
配
の
同
心
円
的
拡
張
の
う
ち
に
、「
安
全
」
と
「
福
祉
」
と
を
包
括
し
た
君

―１２９（２）―
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主
と
臣
民
の
「
幸
福
」
す
な
わ
ち
「
共
同
の
善
」
を
究
極
目
標
（
テ
ロ
ス
）
と
し
た
点
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
実
践
哲
学
に
お
け

る
倫
理
学
・
家
政
学
・
政
治
学
の
三
位
一
体
的
な
目
的
論
的
（
質
料＝

実
体
論
的
）
な
伝
統
に
緊
密
に
連
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
「
共
同
の
善
」
の
存
在
を
前
提
す
る
「
政
治
的
学
問
」
と
し
て
の
内
実
を
、
初
期
近
代＝

主
権
国
家
形
成
期
に

な
お
明
瞭
に
示
し
て
（
１
）

い
た
。

し
か
し
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
身
分
制
秩
序
と
「
オ
イ
コ
ス
」（
そ
の
範
疇
性
）
と
の
弛
緩
、
市
場
経
済
の
浸
透
・
拡
大
は
、
市

場
を
介
し
た
新
し
い
人
間
関
係
へ
の
視
座
の
形
成
を
必
然
化
す
る
。
一
七
九
〇
年
代
以
降
に
本
格
化
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
受
容
の
蓄
積
を
背
景
と
し
て
、
一
八
二
二
年
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
哲
学
部
の
新
設
講
座
「
国
家
学
」
の
教
授
に
着

任
し
た
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ウ(K
arl

H
einrich

R
au,

1792-1870)

は
、
た
だ
ち
に
「
官
房
学
の
再
編
成
」
に
着
手
し
、
伝

統
的
に
官
房
学
を
構
成
し
て
い
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
（
内
務
行
政
学
）
を
、
論
理
的
一
体
性
や
概
念
を
欠
如
し
た
も
の
と
み
な
し
て
意

図
的
に
切
り
捨
て
て
、
官
房
学
か
ら
「
国
民
経
済
学
」
を
自
立
化
さ
せ
る
こ
と
に
邁
進
し
た
。
一
八
二
六
年
に
『
政
治
経
済
学
教
科

書
』
第
一
巻
に
結
実
し
た
そ
の
「
国
民
経
済
学
」
は
、
ス
ミ
ス
に
範
を
と
っ
た
「
国
富
の
理
論
」
を
提
唱
し
、「
利
己
的
」
な
諸
個

人
の
物
財
的
「
必
要
」
の
相
互
的
「
充
足
」
と
い
う
「
単
純
な
法
則
」
で
説
明
さ
れ
る
擬
似
自
然
科
学
的
な
因
果
関
係
論
の
世
界
を

示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
ゆ
え
に
、
こ
の
「
純
粋
国
民
経
済
学
」
は
、
そ
の
構
想
の
当
初
か
ら
「
応
用
（
実
践
）

国
民
経
済
学
」（
国
民
経
済
政
策
お
よ
び
財
政
学
）
で
補
完
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
（
２
）

あ
る
。

し
か
し
ラ
ウ
の
経
済
学
を
つ
ら
ぬ
く
「
必
要
」
充
足
の
観
点
は
、
ラ
ウ
の
創
始
し
た
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
官
房
学
が
包
蔵

し
て
い
た
物
財
的
・
産
業
技
術
的
要
因
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
経
済
主
体
認
識
と
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
。
ポ
リ
ツ

ァ
イ
学
の
大
成
者
ユ
ス
テ
ィ(Johann

H
einrich

G
ottlob

von
Justi,

1720-1771)

も
「
必
要
」
概
念
を
も
っ
て
い
た
が
、
か
れ
は

―１２８（３）―
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そ
れ
を
ま
だ
「
身
分
」
の
範
疇
で
と
ら
え
て
（
３
）

い
た
。
し
か
し
十
八
世
紀
末
に
な
る
と
、
た
と
え
ば
、
一
七
八
七
年
に
「
経
済
学
・
財

政
学
お
よ
び
官
房
学
の
教
授
」
と
し
て
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
招
聘
さ
れ
、
官
房
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
新
設
（
一
七
八
九
年
）

に
中
核
的
役
割
を
は
た
し
た
ユ
ン
グ(Johann

H
einrich

Jung-Stilling,
1740-1817)

―
―
元
来
、
眼
科
医
と
し
て
身
を
立
て
、
マ

ー
ル
ブ
ル
ク
の
前
に
在
籍
し
て
い
た
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の
ア
カ
デ
ミ
ー
（
の
ち
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
へ
移
設
・
統
合
）

で
は
農
林
学
・
産
業
技
術
学T

echnologie

・
商
学
お
よ
び
家
畜
薬
学
を
教
え
て
い
た
―
―
は
、
主
著
『
国
家
経
済Staatsw

irthschaft

の
基
礎
論
』（
一
七
九
二
年
）
で
、「
産
業
学G

ew
erbsw

issenschaften

」（
農
工
商
業
）
と
「
統
治
学R

egierungsw
issenschaften

」

と
の
二
分
法
に
立
ち
、「
必
要
」
を
充
足
し
た
い
と
い
う
人
間
欲
求
に
着
目
し
て
、「
産
業
学
」
は
物
的
「
必
要
」
を
充
足
す
る
手
段

の
獲
得
を
、「
統
治
学
」
は
個
人
の
「
必
要
」
の
充
足
と
一
般
善
の
た
め
の
国
家
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
扱
う
の
だ
と
規
定
し
て
（
４
）

い
た
。

ユ
ン
グ
の
右
の
二
分
法
は
、
個
人
的
創
意
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
当
時
の
「
国
家
経
済
」
に
対
す
る
「
私
経
済

Privatökonom
ie

」
の
分
離
認
識
の
広
ま
り
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ホ
ー
ベ
ル
ク(W

olf
H

elm
hard

von

H
ohberg,

1612-1688)

に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
家
父
の
書H

ausväterliteratur

」
は
、
よ
く
秩
序
づ
け
ら
れ
た
「
家
」
の
管
理

運
営
に
必
要
な
事
柄
い
っ
さ
い
の
知
識
を
網
羅
し
、
そ
の
意
味
で
「
家
政
学H

aushaltungsw
issenschaft

」
の
文
献
と
し
て
、
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
のO

ikonom
ia

か
ら
の
史
的
連
続
性
を
十
八
世
紀
に
至
る
ま
で
な
お
体
現
し
て
い
た
の
だ
が
、
一
方
で
は
、
こ
の
「
家

政
学
」
を
構
成
し
て
い
た
個
別
分
野
（
農
業
・
林
業
・
商
工
業
（
あ
る
い
は
「
都
市
経
済Stadtw

irthschaft

」）・
鉱
山
・
水
利
・
牧

畜
・
家
畜
病
・
ブ
ド
ウ
栽
培
・
醸
造
な
ど
）
に
そ
れ
ぞ
れ
特
化
し
た
諸
文
献
が
現
れ
、
他
方
で
は
、
集
権
的
国
家
の
内
務
行
政
活
動

の
進
展
に
よ
っ
て
官
房
学
や
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
の
諸
体
系
が
生
み
だ
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
十
八
世
紀
半
ば
以
降
、
国
家
と
社
会
を
分

離
す
る
見
方
が
は
じ
ま
り
、
大
学
に
お
け
る
学
科
目
の
面
で
も
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
・
財
政
学
・「
国
家
経
済
学
」
な
ど
国
家
活
動
に

―１２７（４）―
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か
か
わ
る
諸
分
野
と
、
農
学
・
商
学
・
産
業
技
術
学
な
ど
社
会
的
生
産
活
動
の
諸
分
野
（「
私
経
済
学
」
関
連
）
と
の
二
系
列
が
併

存
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
（
５
）

あ
る
。

ま
た
、
ラ
ウ
の
経
済
学
構
想
に
お
け
る
「
純
粋
」
と
「
応
用
」
の
区
別
も
、
ラ
ウ
に
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
は
、

カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
が
一
七
九
〇
年
代
以
降
に
官
房
学
者
た
ち
に
も
顕
著
に
影
響
を
及
ぼ
し
は
じ
め
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ

た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ス
ミ
ス
受
容
の
前
に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ー
の
局
在
的
な
が
ら
精
力
的
な
移
入
期
が
あ
り
（
ス
ミ
ス
も
当
初
は

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
と
み
な
さ
れ
て
い
た
）、
ま
た
、
一
七
九
四
―
九
六
年
の
『
国
富
論
』
の
新
訳
で
ス
ミ
ス
受
容
に
弾
み
を
つ
け

た
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ガ
ル
ヴ
ェ(C

hristian
G

arve,
1742-1798)

―
―
「
ヴ
ォ
ル
フ
と
カ
ン
ト
の
あ
い
だ
の
過
渡
期
の
、
最
も
注

目
に
あ
た
い
す
る
代
表
的
人
物
の
ひ
と
り
」（
ロ
ッ
シ
（
６
）

ャ
ー
）
―
―
は
、
ア
ダ
ム
・
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
『
道
徳
哲
学
原
論
』（
一
七
六

九
年
）
の
翻
訳
者
で
も
あ
っ
た
（
注
釈
つ
き
で
一
七
七
二
年
刊
）
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
導
入
も
市
民
社

会
（
そ
の
光
と
影
を
含
め
て
）
と
「
私
経
済
」
範
疇
の
成
立
と
に
対
す
る
自
覚
の
醸
成
に
寄
与
し
て
い
た
。
し
か
し
、
市
民
に
基
礎

を
置
く
新
し
い
人
間
関
係
の
世
界
像
を
原
理
的
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
主
体
と
し
て
の
人
間
と
経
済
の
自
律
性
と
に
対
す
る

認
識
の
ド
イ
ツ
で
の
普
及
に
、
間
接
的
な
が
ら
深
く
作
用
し
た
の
は
、
ガ
ル
ヴ
ェ
の
「
通�

俗�

性�

（
７
）

Popularität

」
を
一
蹴
し
た
カ
ン
ト

(Im
m

anuel
K

ant,
1724-1804)

の
批
判
哲
学
で
あ
る
。

二

ブ
レ
ス
ラ
ウ
を
「
ド
イ
ツ
の
い
ち
ば
ん
は
ず
れ
の
隅
に
あ
る
、
わ
が
小
（
８
）

部
屋
」
と
呼
ん
だ
、
そ
の
住
人
ガ
ル
ヴ
ェ
は
、
早
く

か
ら
翻
訳
家
と
し
て
知
ら
れ
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
と
ス
ミ
ス
以
外
に
、
バ
ー
ク
の
『
崇
高
と
美
の
観
念
の
起
源
に
つ
い
て
』（
一
七
七
三

年
・
訳
者
匿
名
）
―
―
こ
れ
は
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
カ
ン
ト
に
影
響
を
与
え
た
―
―
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
牧
師
マ
ク
フ
ァ
ー

ラ
ン
の
『
貧
困
に
つ
い
て
』（
一
七
八
五
年
）、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
求
め
に
応
じ
て
翻
訳
・
公
刊
し
た
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
に
つ
い

―１２６（５）―
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て
』（
一
七
八
三
年
）、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
倫
理
学
』（
第
一
部
、
一
七
九
八
年
）・『
政
治
学
』（
死
後
、
一
七
九
九
―
一
八
〇
二

年
）
な
ど
の
翻
訳
書
を
生
み
だ
し
た
。
ま
た
、
ヘ
ル
ダ
ー
、
レ
ッ
シ
ン
グ
、
カ
ン
ト
な
ど
の
作
品
へ
の
書
評
や
、
大
量
の
書
簡
を
の

こ
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
示
す
よ
う
に
、
ガ
ル
ヴ
ェ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
論
的
心
理
学
を
積
極
的
に
ド
イ
ツ
に
導
入
し
、
ヒ
ュ

ー
ム
を
深
く
尊
敬
し
て
ヴ
ォ
ル
フ
派
の
独
断
論
を
超
え
て
い
た
点
で
カ
ン
ト
の
先
駆
け
と
な
り
、
ま
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ド
イ

ツ
で
の
復
興
に
も
寄
与
（
９
）

し
た
。
ガ
ル
ヴ
ェ
の
視
野
が
、
道
徳
学
や
政
治
学
だ
け
で
な
く
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
含
む
文
学
や
美
学
に

も
及
ん
で
い
た
の
は
、
人
間
の
本
性
へ
の
経
験
論
的
関
心
に
由
来
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の
全
体
性
志
向
は
、

近
代
化
の
も
た
ら
す
分
裂
と
対
立
（
こ
こ
で
は
諸
学
問
の
専
門
分
化
）
に
抗
し
て
調
和
と
一
致
を
求
め
た
ロ
マ
ン
主
義
的
な
同
一
性

希
求
（
の
ち
の
シ
ェ
リ
ン
グ
な
ど
）
に
連
動
し
え
た
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
復
権
の
た
め
の
尽
力
も
こ
の
文
脈
の
中
に
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
意
味
で
、
か
れ
は
、
形
而
上
学
的
な
カ
ン
ト
―
―
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
質
料
倫
理
的
総
合
（「
共
通

善
」や
「
幸
福
」）
の
解�

体�

者�

カ
ン
ト
―
―
と
は
別
の
角
度
か
ら
ド
イ
ツ
の
啓
蒙
を
担
い
、
た
と
え
ば
若
い
シ
ラ
ー
に
お
お
い
に
尊
敬

さ
れ
る
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
ル
ヴ
ェ
自
身
が
、
死
の
一
ヶ
月
前
に
書
き
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
自
分
の
著
作
に
お
い
て

さ
え
、
わ
た
く
し
は
、
偉
大
な
新
し
い
発
見
で
諸
学
問
を
豊
か
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
少
な
か
ら
ぬ
読
者
を
、
じ
っ
く

り
考
え
さ
せ
た
（
１０
）

の
だ
」、
と
。

ガ
ル
ヴ
ェ
は
、
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』（
一
七
八
一
年
）
を
未
消
化
の
ま
ま
翌
年
早
々
の
『
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
学
術
事
報
』

上
の
書
評
で
批
判
し
て
、
カ
ン
ト
を
失
望
さ
せ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
だ
が
、
ガ
ル
ヴ
ェ
の
「
通
俗
哲
学
」
は
、
理
性
と
感
性
の

折
衷
論
、
つ
ま
り
「
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
と
ヴ
ォ
ル
フ
の
形
而
上
学
と
イ
ギ
リ
ス
常
識
学
派
の
思
想
と
の
、
少
し
も
厳
格
す
ぎ
な
い
混
合

（
１１
）

物
」
で
あ
り
、「
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
―
ヴ
ォ
ル
フ
の
哲
学
と
カ
ン
ト
の
哲
学
と
い
う
二
つ
の
頂
点
の
あ
い
だ
の
中
間
（
１２
）

段
階
」
に
位
置
し

―１２５（６）―
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て
お
り
、
キ
ケ
ロ
の
第
二
版
へ
の
付
論
（
一
七
八
七
年
。
翌
年
単
独
公
刊
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
八
九
年
、
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
九
四
年
）

が
示
す
よ
う
に
、
カ
ン
ト
と
は
違
っ
て
、
依
然
と
し
て
「
道
徳
と
政
治
と
の
結
び
つ
き
」
を
主
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

政
治
的
に
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
啓
蒙
絶
対
主
義
を
自
然
法
の
タ
ー
ム
で
擁
護
す
る
保
守
性
を
示
し
た
。
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
主

著
『
市
民
社
会
史
』（
一
七
六
七
年
）
の
ド
イ
ツ
語
版
（
訳
者
匿
名
で
一
七
六
八
年
刊
）
の
翻
訳
者
は
ガ
ル
ヴ
ェ
で
は
な
く
、
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
のC

hristian
Friedrich

Jünger

で
あ
り
、
上
記
の
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
に
よ
る
『
道
徳
哲
学
原
論
』
が
大
好
評
で
あ
っ
た
た
め

に
、
ド
イ
ツ
で
は
後
者
が
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
主
著
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
で

も
、
原
著
の” the

public“
が” Staat“

に
置
き
か
え
ら
れ
た
り
、” civil

society“

は
社
会
の
中
の
個
々
の
特
定
集
団
と
理
解
さ
れ

て” bürgerliche
G

esellschaften“
と
複
数
形
扱
い
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
ド
イ
ツ
的
な
解
釈
が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
『
ロ
ー
マ
共
和
国
史
』（
全
三
巻
、
一
七
八
三
年
）
が
八
四
―
八
六
年
に
（
全
三
巻
）、『
道

徳
政
治
学
原
理
』（
九
二
年
）
も
九
六
年
に
、
そ
れ
ぞ
れC

.
D

.
B

eck

とK
.

G
.

Schreiter

に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
し
、
一
方
で
、

イ
ギ
リ
ス
王
を
君
主
と
す
る
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
（
一
七
三
七
年
創
設
）
に
お
け
る
自
然
法
的
公
法
学
と
歴
史

学
の
系
譜
、
と
く
に
ア
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
と
シ
ュ
レ
ー
ツ
ァ
ー
が
開
拓
し
た
実
践
的
な
政
治
学
・
統
計
学
の
視
野
（
後
述
）
が
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
ド
イ
ツ
へ
の
最
有
力
の
導
入
口
に
も
な
っ
た
―
―
た
と
え
ば
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
『
道
徳
哲
学
原
論
』
の
最
終
章

が
、
ガ
ル
ヴ
ェ
の
翻
訳
出
版
の
前
に
『
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
雑
誌
』（
一
七
七
一
年
一
一
月
）
に
、
ア
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
と
推
定
さ
れ
る
人

物
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
り
し
て
い
た
―
―
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
十
八
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
教
養
層
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
と
社
会
に

対
す
る
旺
盛
な
関
心
の
態
様
は
、
比
較
思
想
史
的
に
こ
ん
に
ち
な
お
留
意
に
あ
た
い
す
る
主
題
な
の
で
（
１３
）

あ
る
。

ラ
ウ
と
カ
ン
ト
に
視
線
を
戻
す
と
、
官
房
学
が
カ
ン
ト
哲
学
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
を
受
容
し
た
こ
と
は
、
キ
ー
ス
・
ト
ラ
イ
ブ
が

―１２４（７）―
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例
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
七
九
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
官
房
学
文
献
に
顕
著
に
認
め
ら
（
１４
）

れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
、「
ア
・
プ
リ

オ
リ
」
と
「
ア
・
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
」
の
区
別
が
「
純
粋
」
と
「
応
用
」
の
区
別
に
重
ね
合
わ
さ
れ
た
り
、「
ア
・
プ
リ
オ
リ
」
を
共

同
体
の
本
性
や
目
的
に
求
め
た
り
し
て
い
た
か
ら
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
自
体
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
だ
が
、
個
人
の「
必

要
」
の
充
足
を
「
国
家
の
必
要
」
の
充
足
が
包
み
込
む
と
い
う
形
で
、
君
主
制
統
治
の
た
め
の
参
照
原
理
複
合
体
と
し
て
の
官
房
学

も
カ
ン
ト
の
市
民
社
会
原
理
を
許
容
し
摂
取
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
一
七
九
四
年
）
が
身
分

制
秩
序
を
温
存
し
つ
つ
概
念
上
で
は
市
民
的
自
由
を
許
容
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
カ
ン
ト
自
身
が
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
「
啓
蒙
」

精
神
を
評
価
し
つ
つ
「
共
和
制
」
を
理
念
的
に
論
じ
た
こ
と
と
相
似
的
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
ラ
ウ
が
そ
の
『
講
義
要
目
』（
一
八
二

（
１５
）

三
年
）
で
、「
一
般
経
済
学
」
に
か
ん
す
る
文
献
と
し
て
挙
げ
たF.

L
.

W
alther

（
ギ
ー
セ
ン
）、J.

A
.

V
öllinger

（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
）、P.

E
.

K
lipstein

（
ギ
ー
セ
ン
）
は
、
い
ず
れ
も
カ
ン
ト
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
を
援
用
し
た
官
房
学
文
献
の
事
例
に
属
す
る
。

ま
た
、
ラ
ウ
の
掲
げ
た
官
房
学
文
献
リ
ス
ト
（
一
七
九
〇
年
ま
で
の
「
第
一
期
」
十
二
名
・
十
三
点
、
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
、「
新
た

に
成
立
し
た
国
富
の
科
学
」
の
影
響
を
受
け
た
「
第
二
期
」
十
一
名
・
十
六
点
）
の
う
ち
、「
第
二
期
」
の
著
作
者
と
し
てW

alther,

V
öllinger,

T
.

Schm
alz

（
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
）
ら
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
たC

.
D

.
H

.
B

ensen

は
、
一
七
九
八
年
の
著
作
の
タ
イ

ト
ル
に
「
純
粋
お
よ
び
応
用
国
家
論
」
と
い
う
用
語
を
含
ま
せ
て
（
１６
）

お
り
、
し
か
も
そ
の
前
年
に
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
の
官
房
学
お
よ

び
哲
学
の
教
授
と
し
て
ラ
ウ
の
父
（
神
学
教
授
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
）
の
同
僚
と
な
り
、
同
年
、
父
ラ
ウ
の
娘
と
結
婚
し
て

ラ
ウ
の
義
兄
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ラ
ウ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
っ
き
り
宣
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
伝
統
的
な
官
房
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
の

「
国
民
経
済
学
」
の
自
立
化
は
、
官
房
学
が
も
と
も
と
も
っ
て
い
た
物
財
的
・
産
業
学
的
観
点
か
ら
の
人
間
観
察
の
土
壌
の
上
に
、

―１２３（８）―
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カ
ン
ト
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
の
摂
取
と
ス
ミ
ス
の
受
容
と
の
同
時
進
行
を
前
提
と
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス(G

eorg
Sartorius,

1766-1828)

と
並
ん
で
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
に

お
け
る
ス
ミ
ス
の
導
入
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ク
ラ
ウ
ス(C

hristian
Jakob

K
raus,

1753-1807)

は
、
カ
ン
ト
の
弟
子
で
、
ベ
ル
リ

ン
・
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
・
ハ
レ
遊
学
の
の
ち
、
一
七
八
一
年
に
実
践
哲
学
の
教
授
と
し
て
、
論
理
学
お
よ
び
形
而
上
学
の
教
授
カ
ン

ト
の
同
僚
と
な
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
、
九
〇
年
代
前
半
に
『
国
富
論
』
の
研
究
に
集
中
し
て
ス
ミ
ス
に
傾
倒
し
、
哲
学
や
数
学
と
並

ん
で
経
済
学
を
講
じ
て
、哲
学
部
に
国
家
学
的
要
素
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、お
く
れ
て
い
た
官
房
学
の
開
設
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

か
れ
は
、
現
実
的
関
心
か
ら
地
元
の
産
業
界
に
豊
富
な
人
脈
を
つ
く
り
、『
国
富
論
』
に
依
拠
し
た
講
義
を
つ
う
じ
て
、
の
ち
に
プ

ロ
イ
セ
ン
改
革
の
担
い
手
に
な
っ
た
弟
子
た
ち
を
育
て
た
。
ま
た
、
哲
学
の
方
法
や
官
房
学
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
晩
年
の
カ
ン
ト
と

不
仲
に
な
っ
た
が
、
カ
ン
ト
の
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
評
さ
れ
て
（
１７
）

い
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
カ
ン
ト
の
死
後
、
そ
の

後
任
者
に
実
践
哲
学
も
委
ね
て
、
官
房
学
を
事
実
上
独
立
化
さ
せ
た
か
ら
、
こ
の
国
際
的
海
港
都
市
で
は
ス
ミ
ス
導
入
が
官
房
学
の

制
度
的
確
立
（
ク
ラ
ウ
ス
死
後
の
後
任
者
ホ
フ
マ
ン(Johann

G
ottfried

H
offm

ann,
1765-1847)

は
翌
年
ベ
ル
リ
ン
の
内
務
省
へ

転
出
し
た
た
め
、
一
八
一
一
年
以
降
の
ハ
ー
ゲ
ン(K

arl
H

einrich
H

agen,
1785-1856)

に
よ
る
）
に
先
行
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
法
学
部
で
自
然
法
を
講
じ
て
い
た
シ
ュ
マ
ル
ツ(T

heodor
Schm

alz,
1760-1831)

も
、
官
房
学
の
導
入
を
め
ざ
し
た

が
、
一
八
〇
二
年
に
こ
こ
を
去
り
、
ハ
レ
を
へ
て
、
の
ち
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
初
代
学
長
に
な
（
１８
）

っ
た
。

―１２２（９）―
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二

近
代
原
理
の
形
式
性

一

存
命
中
に
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
の
援
用
を
は
や
ら
せ
た
ほ
ど
の
カ
ン
ト
哲
学
の
甚
大
な
作
用
力
の
根
源
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

そ
の
認
識
論
（「
意
志
の
自
律
」
論
）
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
近
代
的
な
公
民
社
会
原
理
（
国
法
論
）
に
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
が
一
七
八

四
年
の
一
論
説
で
提
示
し
た
「
自
然
の
意
図
」
論
―
―
「
自
然
は
、
人
間
に
理
性
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
意
志
の
自
由
と
を
与
え
た
」

こ
と
に
よ
っ
て
、「
非�

社�

交�

的�

社�

交�

性�

ungesellige
G

eselligkeit

」（「
社�

会�

に�

お�

け�

る�

ア�

ン�

タ�

ゴ�

ニ�

ス�

ム�

ス�

」）
と
い
う
原
動
力
が

は
た
ら
い
て
「
名
誉
欲
や
支
配
欲
や
所
有
欲
な
ど
に
か
ら
れ
て
、
仲
間
の
う
ち
で
ひ
と
か
ど
の
地
位
を
獲
得
す
る
よ
う
に
」
し
む
け

ら
れ
、
結
果
と
し
て
、
人
間
の
「
い
っ
さ
い
の
素
質
の
開
展
」
と
い
う
「
自
然
の
意
図
」
が
達
成
さ
（
１９
）

れ
る
―
―
は
、『
道
徳
感
情
論
』

に
お
け
る
ス
ミ
ス
の
「
自
然
」
の
「
あ
ざ
む
きdeception

」
論
と
お
お
い
に
親
和
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
自
然
」
に
託
し
た
カ

ン
ト
の
そ
こ
で
の
主
旨
は
、
人
間
は
「
本�

能�

と�

は�

か�

か�

わ�

り�

な�

く�

、�

自�

分�

自�

身�

の�

理�

性�

に�

よ�

っ�

て�

み�

ず�

か�

ら�

創�

り�

出�

し�

た�

幸�

福�

や�

完�

全�

性�

以�

外�

の�

も�

の�

に�

は�

い�

っ�

さ�

い�

か�

か�

わ�

ら�

な�

い�

」
と
い
う
、
理
性
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
自
律
性
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
導
出
さ

れ
る
の
は
、
国
富
の
増
大
を
も
た
ら
す
「
自
然
的
自
由
の
体
系
」（
経
済
の
自
律
性
）
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
自
然
の
意
図
」
の
実

現
の
前
提
は
「
各
自
の
自
由
が
他
人
の
自
由
と
共
存
し
う
る
よ
う
な
社
会
」
す
な
わ
ち
「
公�

民�

的�

社�

会�

の�

形�

成�

」
で
あ
る
、
と
い
う

自
然
法
的
国
法
論
の
起
点
な
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、『
純
粋
理
性
批
判
』（
一
七
八
一
年
、
第
二
版
八
七
年
）
で
、
カ
ン
ト
は
、
理
性
（
た
ん
な
る
論
理
性
）
の
犯
す

自
己
矛
盾
（
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
）
を
批
判
し
つ
つ
、
感
性
の
作
用
（
直
観
）
を
受
け
止
め
た
悟
性
が
、「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
い
う
判
断

―１２１（１０）―
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形
式
に
よ
る
概
念
化
を
つ
う
じ
て
経
験
界
を
把
握
す
る
と
考
え
る
認
識
論
に
よ
っ
て
、
感
性
の
形
式
（
時
間
と
空
間
）
を
超
え
て

ア
・
プ
リ
オ
リ
に
「
認
識
す
る
主
体
」
と
し
て
の
人
間
と
い
う
自
己
意
識
化
の
論
理
を
獲
得
し
た
。
次
い
で
『
人
倫
の
形
而
上
学
の

基
礎
づ
け
』（
一
七
八
五
年
）
と
『
実
践
理
性
批
判
』（
一
七
八
八
年
）
で
は
、
経
験
界
の
仮
象
の
道
徳
を
超
え
る
真
の
道
徳
を
、「
善

い
意
志ein

guter
W

ille

」（
絶
対
的
善
）
に
発
す
る
「
義
務
」（
無
条
件
の
命
法
）
と
と
ら
え
、
そ
の
究
極
の
根
拠
を
、
経
験
界
の

実
質
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
や
動
機
を
超
越
し
た
次
元
に
お
け
る
人
間
の
「
意
志
の
自
律
」
に
求
め
、「
自
由
」
の
主
体
、
目
的
そ

の
も
の
と
し
て
の
人
間
を
定
位
し
た
。
こ
の
意
志
の
「
自
律
」
は
、
い
っ
さ
い
の
動
機
（
実
質
）
を
排
除
し
た
と
こ
ろ
に
、
し
た
が

っ
て
必
然
的
・
原
理
的
に
形
式
論
的
に
、
た
だ
実
践
理
性
の
命
じ
る
義
務
ゆ
え
に
義
務
を
遂
行
す
る
主
体
と
し
て
成
立
す
る
。
だ
か

ら
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
認
識
さ
れ
る
こ
の
無
条
件
的
義
務
命
令
と
し
て
の
「
道
徳
法
則
」
は
、
厳
然
と
し
て
普
遍
性
・
人
格
性
・
自

律
性
を
も
ち
、
こ
れ
と
の
対
比
の
う
ち
に
感
性
は
し
ば
し
ば
良
心
の
呵
責
や
後
悔
と
い
う
形
で
「
法
則
へ
の
尊
敬
の
念A

chtung

fürs

（
２０
）

G
esetz

」
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
ス
ミ
ス
は
自
己
愛
の
肯
定
か
ら
出
発
し
、「
共
感
」
の
論
理
（
自
己
愛
の
相
互
交
換
↓
社
会
的
是
認
）
に
よ
っ
て
市

民
社
会
の
相
互
性
（
交
換
社
会
）
を
明
示
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
自
己
愛
は
、
人
間
の
「
い
っ
さ
い
の

素
質
の
開
展
」
の
事
実
上
の
原
動
力
で
あ
る
と
同
時
に
、「
道
徳
法
則
」
の
見
地
か
ら
み
れ
ば
、
道
徳
的
行
為
の
背
後
に
隠
れ
た
下

心
（
動
機
）
の
有
力
な
一
つ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
意
志
の
「
他
律
」
に
属
し
、
行
為
の
動
機
や
結
果
を
顧
慮
し
な
い
真
の
道
徳
を

破
壊
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
カ
ン
ト
は
認
識
論
で
、
感
性
（
ア
・
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
）
と
悟
性
（
ア
・

プ
リ
オ
リ
）
の
両
面
を
も
つ
人
間
の
自
我
の
論
理
（
総
合
）
を
問
い
、
同
じ
視
座
か
ら
、
道
徳
論
で
は
経
験
界
の
動
機
と
英
知
界
の

道
徳
法
則
（
義
務
命
令
）
と
の
葛
藤
を
描
き
、
一
貫
し
て
人
間
と
し
て
の
自
律
性
を
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
要
請
と
し
て
提
起
し
つ
づ
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け
た
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
そ
の
道
徳
論
（
道
徳
哲
学
）
の
根
底
に
置
か
れ
た
「
意
志
の
自
律
」
は
、
他
の
誰
に
頼
れ
る
わ
け
で

も
な
く
自
分
の
理
性
と
良
心
だ
け
に
依
拠
し
て
自
立
す
る
自
由
な
個
人
の
原
理
で
あ
り
、
そ
う
い
う
諸
個
人
の
相
互
関
係
は
、
お
の

ず
か
ら
自
由
の
相
互
承
認
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
、
す
な
わ
ち
「
法
」
の
支
配
す
る
公
民
社
会
（
国
法
論
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
「
法
治
国

家
」）
の
問
題
と
し
て
あ
ら
た
め
て
表
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
の
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
は
、
法
の
支
配
の
確
保
は

す
で
に
過
去
の
課
題
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
自
己
愛
原
理
は
同
時
に
相
互
に
対
等
な
人
間
関
係
論
を
含
ん
で
い
た
が
、
啓
蒙
絶
対
主
義

の
も
と
で
近
代
化
の
戸
口
に
立
っ
た
カ
ン
ト
は
、
い
ま
、
自
由
な
個
人
の
自
律
と
、
自
由
の
普
遍
的
相
互
保
証
と
い
う
二
つ
の
原
理

を
課
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二

こ
の
課
題
認
識
を
、
カ
ン
ト
は
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』、
お
よ
び
そ
れ
を
体
系
化
し
た
晩
年
の
大
著
『
人
倫
の

形
而
上
学
』（
一
七
九
七
年
）
で
は
、
人
間
の
意
思
作
用
に
か
ん
す
る
「
自
由
の
法
則
」
を
め
ぐ
っ
て
、
経
験
的
要
素
を
す
べ
て
取

り
去
っ
た
「
純
粋
な
道
徳
哲
学
」（
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
純
粋
な
義
務
論
）
の
次
元
で
、
法
義
務
（
外
的
義
務
）
お
よ
び
徳
義
務
（
内

的
義
務
）
の
人
間
関
係
論
と
し
て
示
し
た
。
そ
れ
は
、
官
房
学
と
並
ん
で
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
的
学
問
と
し
て
の
国
家
学
の
支
柱

を
な
し
て
い
た
自
然
法
的
公
法
学
（
国
法
論
）
の
伝
統
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
カ
ン
ト
自
身
も
、
公
民
社
会
原
理

を
「
国
法
の
（
２１
）

理
論
」
の
課
題
と
し
て
自
覚
し
て
い
た
。
カ
ン
ト
の
法
論
（
法
義
務
論
）
は
、
い
っ
さ
い
の
目
的
や
実
質
内
容
を
排
除

し
た
次
元
で
、
た
だ
万
人
の
自
由
が
普
遍
的
に
成
立
す
る
た
め
の
条
件
（＝

法
）
を
外
的
形
式
に
お
い
て
と
ら
え
る
も
の
で
あ
り

（
外
的
義
務
と
し
て
の
「
合
法
性
」）、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
国
民
主
権
論
を
含
む
「
法
治
国
家
」
思
想
の
原
型
を
明
示
し
つ

つ
、
法
の
実
質
や
自
由
の
中
身
に
は
い
っ
さ
い
関
与
し
な
い
点
に
お
い
て
本
来
的
に
形
式
論
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
徳

論
（
徳
義
務
論
）
は
、
同
様
に
「
意
志
の
自
律
」
を
生
命
線
と
し
た
か
ら
、「
幸
福
の
原
理
」
や
「
完
全
性
の
原
理
」
は
「
意
志
の

―１１９（１２）―
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他
律
」（
各
人
が
自
由
に
設
定
す
る
人
生
目
的
へ
の
依
存
）
と
し
て
排
除
さ
れ
、
た
だ
「
善
い
意
志
」
を
究
極
根
拠
と
す
る
各
人
の

内
的
義
務
（＝

「
道
徳
性
」）
が
、
同
様
に
形
式
論
的
に
帰
結
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
は
、
自
由
な
主
体
、
自
律
的
な
道
徳
的
主
体
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
指
し

示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
じ
め
て
本
格
的
に
、
自
律
的
近
代
人
の
原
型
と
、
公
民
社
会
と
い
う
法
的
状
態
に
お
け

る
対
等
な
人
間
関
係
の
原
像
を
映
し
出
し
た
。
し
か
し
そ
の
立
論
は
、
ド
イ
ツ
自
然
法
論
の
系
譜
に
連
な
り
な
が
ら
、
認
識
論
の
革

新
に
よ
っ
て
ヴ
ォ
ル
フ
的
な
独
断
論
的
合
理
主
義
の
限
界
と
仮
象
の
道
徳
の
他
律
性
と
を
根
源
的
に
批
判
し
、
旧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な

自
然
法
論
を
つ
ら
ぬ
い
て
き
た
「
善
」
や
「
正
義
」
の
内
容
、
す
な
わ
ち
実
質
的＝

質
料
的
な
「
倫
理
」
と
「
法
」
と
の
統
一
体
と

し
て
の
「
諸
善
の
秩
序
」（
す
ぐ
れ
て
共
同
体
的＝

政
治
的
な
、「
正
し
い
」
行
為
の
基
準
）
を
、「
幸
福
主
義
」
と
い
う
名
辞
で
一

掃
し
た
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
の
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
伝
統
に
立
つ
政
治
的
学
問
の
存
立
基

盤
を
根
底
か
ら
掘
り
崩
す
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
実
質
す
な
わ
ち
価
値
内
容
を
度
外
視
し
た
形
式
論＝

客
観
主
義
は
近
代

主
義
の
指
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
カ
ン
ト
の
法
論
に
お
け
る
権
利
主
体
と
し
て
の
諸
個
人
の
「
私
法
」
関
係

を
、
ま
も
な
く
サ
ヴ
ィ
ニ
ー(Friedrich

C
arl

von
Savigny,

1779-1861)

が
継
承
・
発
展
さ
せ
て
、「
歴
史
的
方
法
」
を
つ
う
じ
て

法
実
証
主
義
の
方
向
性
を
拓
き
、
結
果
と
し
て
自
然
法
論
の
法
学
世
界
か
ら
の
退
場
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
、
カ
ン

ト
哲
学
の
本
質
を
な
し
た
個
人
人
格
の
自
律
性
と
道
徳
の
徹
底
的
内
面
化＝

主
観
化
と
い
う
近
代
原
理
の
形
式
性
が
、
方
法
論
的
個

人
主
義
の
成
立
を
決
定
づ
け
、
ラ
ウ
に
代
表
さ
れ
る
官
房
学
の
「
純
粋
」
科
学
化
と
し
て
の
「
経
済
学
」
の
成
立
に
と
っ
て
も
、
十

分
な
基
盤
を
提
供
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
カ
ン
ト
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
人
の
原
型
を
確
立
し
た
だ
け
で
な
く
、

学
問
の
近
代
化
の
要
請
に
も
応
え
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
「
幸
福
主
義
」
批
判
は
、「
幸
福
」
を
「
善
」
の
中
身
と
み
な
し
て
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き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
伝
統
に
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
だ
か
ら
、
本
来
「
幸
福
」
と
い
う
実
質
を
前
提
し
つ
つ
「
道
徳
と
立
法
の
原
理
」

（
ベ
ン
タ
ム
）
と
し
て
成
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
功
利
主
義
の
ば
あ
い
と
は
異
な
り
、
近
代
科
学
と
し
て
の
「
経
済
学
」
の
自
立
化
に

い
っ
そ
う
没
倫
理
的
な
「
純
粋
」
性
と
い
う
形
式
的
装
い
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
カ

ン
ト
的
近
代
化
動
向
は
、「
諸
善
の
秩
序
」
を
前
提
し
た
伝
統
的
な
倫
理＝

政
治
学
（
実
践
哲
学
と
し
て
の
「
政
治
的
学
問
」）
に
回

復
不
能
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
の
で
（
２２
）

あ
る
。

三
「
一
般
国
法
学
」
―
―
自
然
法
と
実
定
法
の
交
錯

一

カ
ン
ト
が
根
源
的
・
理
念
的
に
確
立
し
た
形
式
的
近
代
原
理
は
、
右
の
よ
う
に
十
九
世
紀
の
実
証
主
義
化
・
科
学
主
義
化
へ

の
歩
み
を
決
定
づ
け
、
そ
の
方
法
論
的
個
人
主
義
の
確
立
を
と
お
し
て
、
官
房
学
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
し
て
の
国
家
学
か
ら
の
「
経

済
学
」
の
自
立
化
を
う
な
が
し
、
ま
た
そ
れ
を
可
能
に
も
し
た
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
カ
ン
ト
の
同
じ
形
式
的
近
代
原
理
は
、

意
思
主
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
格
に
立
脚
し
た
「
私
法
」
関
係
へ
の
視
座
を
拓
き
、
そ
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
の
（
歴
史
法
学
派
に

よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
）
実
定
法
一
元
主
義
の
形
成
と
優
位
化
に
反
比
例
し
て
、
不
変
の
あ
る
べ
き
法
と
し
て
の
伝
統
的
な
「
自
然

法
」
の
も
つ
法
規
範
力
に
対
す
る
信
頼
は
、
急
速
に
衰
微
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
後
者
の
面
で
の
十
九
世

紀
の
基
本
的
方
向
性
が
鮮
明
に
な
る
ま
で
の
史
的
経
緯
を
追
跡
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
カ
ン
ト
の
立
ち
位
置
の
学
問
史
的
背
景
を
な

し
た
十
八
世
紀
末
ま
で
の
自
然
法
的
公
法
論＝

国
法
論
を
め
ぐ
る
発
展
プ
ロ
セ
ス
を
鳥
瞰
し
て
お
こ
う
。

「
国
家
学
」
と
総
称
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
「
政
治
的
学
問
」
の
起
源
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
政
治
学
」
を
含
む
実
践
哲
学
の
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系
譜
と
、
同
様
に
古
代
に
発
し
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
経
由
し
て
近
世
に
至
る
自
然
法
思
想
の
潮
流
と
が
あ
っ
た
が
、
ミ
ヒ

ャ
エ
ル
・
シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
実
の
政
治
的
秩
序
を
な
ん
ら
か
の
「
法
秩
序
」
と
と
ら
え
て
そ
の
基
本
原
理
を

問
う
ば
あ
い
に
は
、
右
の
二
系
譜
は
重
な
り
合
っ
た
か
ら
、
こ
の
「
法
秩
序
」
問
題
は
、
規
範
論
（
正
義
論
）
的
な
政
治
学
、
国
制

論
（
憲
法
論
）
的
な
法
学
、
そ
し
て
「
神
の
法
」
に
依
拠
す
る
神
学
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
ら
れ
た
。
十
七
世
紀
前
半
の
学
問

方
法
の
革
命
（
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
、
デ
カ
ル
ト
、
ガ
リ
レ
イ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
ら
）
と
そ
の
後
の
「
世
俗
化
」
の
進
展
は
、
ド

イ
ツ
で
は
新
し
い
合
理
的
な
政
治
権
力
と
し
て
の
絶
対
主
義
の
形
成
を
促
進
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
「
法
秩
序
」
問
題
は
、
近

世
自
然
法
論
の
主
題
を
な
し
た
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
、
諸
国
家
の
実
定
法
秩
序
を
も
視
野
に
入
れ
て
そ
れ
ら
の
共
通
原
理
を
求
め

る
固
有
の
自
然
法
的
公
法
学
、
す
な
わ
ち
「
一
般
国
法
学Ius

publicum
universale

」
を
成
立
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
新
学

問
に
は
、
規
範
論
的
な
実
践
哲
学
（
統
治
論
な
い
し
政
治
学
）
と
、
個
別
国
家
の
実
定
的
国
法
論
と
い
う
二
つ
の
魂
が
含
ま
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
正
当
な
国
家
秩
序
の
根
拠
を
法
治
主
義
に
求
め
れ
ば
、
既
存
秩
序
を
正
当
化
す
る
方
向
で
法
実
証
主
義
的
（＝

反
自

然
法
的
）
に
公
法
学
（
国
法
学
）
が
政
治
学
か
ら
自
立
化
す
る
こ
と
に
（
２３
）

な
る
。

「
一
般
国
法
学
」
は
、
こ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
哲
学
と
法
学
、
自
然
法
と
実
定
法
、
と
い
う
二
重
の
意
味
で
ヤ
ー
ヌ
ス
的
で
あ

っ
た
か
ら
、
た
と
え
ば
ク
リ
ス
ト
フ
・
リ
ン
ク
が
あ
と
づ
け
て
い
る
よ
う
に
、
十
七
世
紀
に
発
す
る
こ
の
学
問
の
展
開
史
は
、
二
つ

の
顔
の
あ
い
だ
で
紆
余
曲
折
し
た
国
家
学
的
方
法
論
の
変
遷
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
国
家
行
為
の
倫
理
性
と
実
際
的
な
目

的
適
合
性
と
を
基
礎
と
す
る
「
政
治
学
」
に
対
し
て
、「
一
般
国
法
学
」
に
お
け
る
法
学
的
要
素
が
自
己
主
張
し
自
立
化
を
と
げ
る

と
い
う
基
本
線
で
理
解
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
出
発
点
は
、
身
分
制
的
・
地
方
的
勢
力
と
ロ
ー
マ
教
会
勢
力
と
の
克
服
を
め
ざ

す
集
権
的
国
家
形
成
力
が
、（
ま
も
な
く
成
長
す
る
第
三
身
分
の
権
利
主
張
に
対
し
て
も
）
み
ず
か
ら
の
国
家
秩
序
を
法
の
権
威
で
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正
当
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
点
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
す
で
に
十
七
世
紀
後
半
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ラ
ネ
カ
ー
の
教
授
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ

ー
バ
ー

(U
lrich

H
uber,

1636-1694)

は
、
市
民
の
幸
福
を
注
意
深
く
実
現
す
る
た
め
の
技
法K

unstlehre

と
し
て
の
政
治
学
と
、

法
関
係
を
規
定
す
る
国
法
学
と
を
区
別
し
て
い
た
。
こ
の
観
点
は
、
ハ
レ
の
ト
マ
ー
ジ
ウ
ス(C

hristian
T

hom
asius,

1655-1728)

の
同
僚
ベ
ー
マ
ー(Justus

H
enning

B
oehm

er,
1674-1749)

や
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
長
で
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
学
長
の
シ

ュ
ミ
ー
ア(Franz

Schm
ier,

1660-1728)

に
ひ
き
つ
が
れ
、
国
家
権
力
行
為
の
適
法
性
（
合
法
性
）
を
主
題
に
据
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
支
配
者
主
権
の
限
界
づ
け
と
い
う
法
治
国
家
的
方
向
性
が
育
成
さ
（
２４
）

れ
た
。「
専
横
に
対
し
て
法
治
国
家
を
、
権
力
へ
の
服
従

者
に
対
し
て
市
民
を
、
支
配
体
制
の
―
―
た
と
え
善
意
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
―
―
ポ
リ
ツ
ァ
イ
国
家
的
な
無
制
限
の
権
力
行
使
に
対

し
て
は
積
極
的
な
行
為
責
任
を
提
起
（
２５
）

す
る
」、
こ
う
し
た
反
絶
対
主
義
的
な
含
意
は
、
自
然
法
的
に
実
定
法
を
超
え
る
規
範
的
な
要

素
を
国
家
秩
序
に
も
た
ら
し
、
大
学
で
の
行
政
官
候
補
の
教
育
や
法
意
識
の
形
成
な
ど
を
つ
う
じ
て
現
実
を
変
化
さ
せ
る
力
に
も
な

り
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ま
も
な
く
、
自
然
法
論
の
ヴ
ォ
ル
フ
学
派
に
よ
る
演
繹
論
的
論
理
実
証
主
義
が
絶
対
主
義
体
制
の
正
当
化
に
貢
献
し
た
。

ル
タ
ー
の
協
力
者
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
が
復
活
さ
せ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
２６
）

主
義
は
、
い
っ
た
ん
実
用
志
向
の
ト
マ
ー
ジ
ウ
ス
に
よ
っ
て
排

撃
さ
れ
た
が
、
ヴ
ォ
ル
フ(C

hristian
W

olff,
1679-1754)

と
そ
の
学
派
は
、
再
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
伝
統
を
自
然
法
と
結
び
つ

け
、
国
家
目
的
論
の
威
力
を
発
揮
さ
せ
た
。
一
般
国
法
学
は
支
配
者
と
臣
民
と
の
関
係
規
定
を
含
み
、
そ
の
さ
い
、
社
会
契
約
が
絶

対
主
義
の
基
礎
づ
け
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、「
公
共
善salus

publica

」・「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」・「
幸
福
」
な
ど
の
概
念
で
語
ら

れ
た
自
然
法
論
に
お
け
る
国
家
目
的
思
想
が
支
配
者
の
行
政
干
渉
の
拡
大
を
許
し
、
し
か
も
支
配
者
の
義
務
は
「
不
完
全
義
務
」
す

な
わ
ち
道
徳
的
義
務
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
、
支
配
者
の
行
為
に
は
実
定
法
に
よ
る
拘
束
が
及
ば
な
か
（
２７
）

っ
た
。
の
ち
に
カ
ン
ト
が
批
判
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し
た
家
父
長
的
な
「
親
切
の
原
理das

Prinzip
des

W
ohlw

ollens

」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
自
然
法
的
「
契
約
」
論
が

支
配
の
正
当
化
を
可
能
に
し
、
そ
れ
は
同
時
に
契
約
の
双
務
性
に
よ
っ
て
支
配
そ
の
も
の
を
相
対
化
し
権
力
行
使
を
制
限
す
る
要
因

を
も
当
然
含
み
つ
つ
、
基
本
的
に
は
国
家
秩
序
の
「
法
化V

errechtlichung

」
に
よ
っ
て
絶
対
主
義
を
強
化
す
る
役
割
を
は
た
し
た

と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
元
来
、「
人
間
の
本
性
」
か
ら
「
理
性
的
」
に
展
開
さ
れ
た
自
然
法
論
の
も
つ
「
均
整
性
と
外
的
な
計
算

性
」
は
、
集
権
化
を
め
ざ
す
領
邦
高
権
に
と
っ
て
は
、
中
世
的
諸
特
権
の
集
積
で
分
裂
し
て
い
た
現
行
法
を
排
除
ま
た
は
調
整
す
る

の
に
、
好
都
合
で
あ
（
２８
）

っ
た
。
絶
対
主
義
秩
序
と
自
然
法
論
と
の
こ
の
よ
う
な
相
互
依
存
関
係
は
、
当
然
、
新
生
の
統
治
学
と
し
て
の

官
房
学
に
も
反
映
さ
れ
、
た
と
え
ば
ユ
ス
テ
ィ
は
、「
国
政
術
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
お
よ
び
す
べ
て
の
統
治
学
の
基
礎
学
」
の
構
築
と
い

う
自
分
の
目
標
を
「
一
種
の
政
治
学
的
形
而
上
学
」
と
位
置
づ
け
、
国
家
の
起
源
と
目
的
、
最
高
権
力
の
設
立
と
統
治
形
態
、
臣
民

の
権
利
と
義
務
と
い
っ
た
内
容
を
も
つ
そ
の
全
体
は
、「
事
実
上
、
自
然
法
の
衣
を
着
た
〈
政
治
学
〉
で
あ
り
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

の
合
理
主
義
的
な
〈
プ
ロ
イ
セ
ン
流
の
〉
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
（
２９
）

っ
た
」
と
評
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
然
法

論
に
お
け
る
家
父
長
的
温
情
主
義
に
示
さ
れ
た
現
状
追
認
的
・
保
守
的
な
特
質
は
、
今
度
は
さ
ら
に
、
自
然
法
論
の
対
抗
者
た
る
実

定
法
主
義
の
伸
展
と
い
う
角
度
か
ら
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二

し
た
が
っ
て
、
一
般
国
法
学
を
支
え
た
法
治
主
義
は
、
現
実
の
絶
対
主
義
の
下
で
、
政
治
的
に
は
、
一
方
で
君
主
権
力
を
限

界
づ
け
る
自
由
主
義
的
な
革
新
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
既
存
秩
序
を
正
当
化
す
る
保
守
的
機
能
を
も
は
た
し
た
の
で

あ
っ
た
。
旧
秩
序
を
解
体
す
る
地
殻
変
動
は
、
カ
ン
ト
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
カ
ン
ト
と
同
時
代
に
生
涯

を
送
り
、
近
代
化
の
必
然
性
を
国
法
学
的
に
予
示
し
て
い
た
一
群
の
人
々
の
存
在
は
、（
カ
ン
ト
の
影
響
が
現
れ
る
の
は
一
七
八
一
年

の
第
一
批
判
以
後
で
あ
っ
た
点
に
照
ら
し
て
も
）
留
意
に
あ
た
い
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
若
く
し
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
帝
国
国
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法
学
者(R

eichspublizist)

と
し
て
の
声
望
を
え
た
ピ
ュ
ッ
タ
ー(Johann

Stephan
Pütter,

1725-1807)

―
―
か
れ
は
十
代
に
マ
ー

ル
ブ
ル
ク
の
学
生
と
し
て
ヴ
ォ
ル
フ
の
講
義
を
、
ま
た
ハ
レ
で
ベ
ー
マ
ー
の
講
義
を
聴
い
た
―
―
は
、
国
家
活
動
を
機
能
主
義
的
に

と
ら
え
て
「
人
の
支
配
」
観
を
退
か
せ
、
実
定
法
を
超
え
た
一
般
原
理
と
し
て
の
法
規
範
の
意
義
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
ラ
ン
ト

高
権
の
権
力
行
使
に
法
的
根
拠
を
要
求
し
（「
専
制
政
治D

espotism
us

」
と
の
区
別
）、
ま
た
、
自
然
法
と
歴
史
研
究
と
の
融
合
を

め
ざ
し
た
同
僚
ア
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル(G

ottfried
A

chenw
all,

1719-1772)

と
共
同
で
自
然
法
論
の
教
科
書
『
自
然
法
要
論E

lem
enta

iuris
naturae

』
を
書
い
た
（
一
七
五
（
３０
）

〇
年
）。
本
書
は
、「
哲
学
と
歴
史
に
か
ん
す
る
博
識
と
厳
密
な
〈
法
律
学
的
〉
論
証
と
が
巧

み
に
結
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
自
然
法
に
か
ん
す
る
当
時
の
教
科
書
群
の
な
か
で
傑
出
し
て
（
３１
）

い
た
」
も
の
で
あ
る
。
一
七
六

一
年
に
自
然
法
お
よ
び
政
治
学
の
教
授
と
な
っ
た
ア
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
は
、
国
家
学
と
し
て
の
政
治
学
を
、
哲
学
的
理
論
と
個
別
国
家

の
歴
史
叙
述
と
の
二
分
野
で
と
ら
え
、
前
者
を
自
然
法
と
「
国
政
術Staatsklugheit

」
と
で
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
法
的

基
礎
論
と
「
国
勢
学Staatenkunde

」
な
い
し
統
計
学
と
を
両
立
さ
せ
て
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
公
法
学
に
経
験
論
的
・
現
実
論
的

な
土
台
を
提
供
し
た
。
ア
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
の
死
後
、
自
然
法
と
政
治
学
を
継
承
し
た
シ
ュ
レ
ー
ツ
ァ
ー(A

ugust
L

udw
ig

Schlözer,

1735-1809)

は
、
さ
ら
に
国
家
学
を
体
系
化
し
て
「
エ
ン
ツ
ィ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
」（
歴
史
部
門
と
哲
学
部
門
の
二
部
門
、
後
者
は
さ

ら
に
、「
メ
タ
政
治
学
」＝

自
然
状
態
論
、
支
配
契
約
後
の
国
法
論
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
制＝

憲
法
論
、
そ
し
て
国
家
行
政
学
な
い
し

統
治
学
、以
上
の
四
分
野
編
成
）
を
構
築
す
る
と
と
（
３２
）

も
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
さ
な
か
に
『
一
般
国
法
学
』（
一
七
九
三
年
）
で
つ
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
、
市
民
の
政
治
的
自
由
の
た
め
に
論
陣
を
張
っ
た
。「
国
家
は
一
つ
の
発
明
で
あ
る
。
人
々
が
火
災
保
険
金
庫
を

発
明
し
た
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
つ
く
っ
た
の
だ
。」「
自
由
と
平
等
は
国
家
的
な
も
の
の
目
的
で
あ
っ
て
、
国
家
的
な
も
の

の
た
め
に
差
し
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
犠
牲
で
は
な
い
。」「
市
民
は
い
っ
さ
い
の
こ
と
を
み
ず
か
ら
お
こ
な
い
、
政
府
は
た
だ
指
導
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す
る
だ
け
で
あ
る
。」「
市
民
社
会
が
一
人
の
支
配
者
を
選
ぶ
の
は
、
み
ず
か
ら
の
弊
害
と
欠
陥
を
除
去
す
る
た
め
で
（
３３
）

あ
る
。」

同
様
に
、
こ
れ
よ
り
早
く
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
モ
ー
ザ
ー(Friedrich

C
arl

von
M

oser,
1723-1798)

―
―
帝
国

国
法
論
に
お
け
る
実
務
家
的
実
証
主
義
者
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヤ
ー
コ
プ
・
モ
ー
ザ
ー
の
子
で
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
の
祖
父

―
―
は
、
基
本
的
自
由
を
放
棄
し
た
服
従
は
「
犬
の
恭
順H

undedem
uth

」
で
し
か
な
い
、
と
述
べ
て
絶
対
主
義
的
専
制
を
告
発

し
、
ラ
ン
ト
と
支
配
者
と
の
法
関
係
を
一
般
原
理
か
ら
導
出
す
る
こ
と
で
主
権
者
の
専
横
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

領
邦
等
族
に
よ
る
制
限
君
主
制
を
理
想
と
し
つ
つ
、「
市
民
階
層
の
た
め
の
用
心
深
い
開
封
」（
身
分
制
原
理
の
改
革
）
を
要
求
す
る

立
場
で
あ
（
３４
）

っ
た
。
ヘ
ル
ム
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
ヘ
ー
バ
ー
リ
ー
ン(C

arl
Friedrich

H
aeberlin,

1756-1808)

も
、
一
般
国
法
学
を
市
民

が
専
制
に
対
抗
す
る
た
め
の
武
器
と
と
ら
え
た
。
こ
う
し
て
、
シ
ュ
レ
ー
ツ
ァ
ー
、
モ
ー
ザ
ー
、
ヘ
ー
バ
ー
リ
ー
ン
は
、「
立
憲
主

義
思
想
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
帝
国
国
法
論
の
最
終
局
面
を
表
現
」
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
「
専
門
境
界
線
を
政
治
学
的

な
国
法
論
の
方
向
へ
踏
み
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
八
世
紀
末
の
〈
公
論
〉
に
訴
え
か
け
、
弊
害
を
弾
劾
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
邦

で
み
ず
か
ら
改
良
主
義
的
に
、
ま
た
個
人
を
保
護
す
る
法
治
国
家
の
意
味
で
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
帝
国
国
制
を
硬
直
し
た
状
態

か
ら
解
き
ほ
ど
こ
う
と
も
（
３５
）

し
た
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
実
改
革
的
志
向
は
、
帝
国
崩
壊
（
一
八
〇
六
年
）
後
の
理
性
法
的
な
初

期
立
憲
主
義
思
想
に
継
承
さ
れ
、
ま
も
な
く
西
南
ド
イ
ツ
の
初
期
自
由
主
義
者
モ
ー
ル
の
実
定
的
国
法
論
に
お
け
る
理
性
主
義
的

「
法
治
国
家
」
論
の
視
座
へ
と
展
開
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。

三

こ
の
よ
う
に
一
般
国
法
学
に
お
け
る
自
由
主
義
的
な
法
治
国
家
志
向
は
、
実
定
法
を
超
え
る
一
般
原
理
の
視
野
か
ら
実
定
秩

序
を
批
判
し
た
と
い
う
点
で
、
自
然
法
論
の
政
治
的
革
新
力
を
示
し
た
。
し
か
し
、
法
治
主
義
は
、
も
と
も
と
法
の
安
定
性
を
不
可

欠
の
条
件
と
す
る
商
品
交
換
社
会
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
実
定
法
に
よ
る
明
瞭
な
根
拠
づ
け
と
正
当
化
に
よ
っ
て
は
じ
め

―１１２（１９）―
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て
完
結
す
る
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
軌
道
が
敷
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
原
理
の
駆
動
車
と
し
て
の
自
然
法
論
と
そ
の
革

新
力
の
歴
史
的
任
務
は
ひ
と
ま
ず
終
了
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
実
定
法
一
元
主
義
が
必
然
化
す
る
。

カ
ン
ト
は
、
論
理
学
お
よ
び
形
而
上
学
の
教
授
就
任
（
一
七
七
〇
年
）
前
の
一
七
六
七
年
か
ら
自
然
法
の
講
義
を
お
こ
な
っ
て
お

り
、
ア
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
の
上
記
の
教
科
書
『
自
然
法Jus

naturae

』（
第
三
版
以
降
は
、
そ
れ
ま
で
の
共
著
者
ピ
ュ
ッ
タ
ー
の
名
前

が
落
ち
て
書
名
も
補
正
さ
れ
た
）
を
用
い
た
。
ア
ー
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
は
ハ
レ
の
学
生
時
代
に
ヴ
ォ
ル
フ
の
講
義
を
聴
い
て
い
た
し
、
カ

ン
ト
自
身
も
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
学
生
時
代
に
ク
ヌ
ッ
ツ
ェ
ン(M

artin
K

nutzen,
1713-1751)

か
ら
ヴ
ォ
ル
フ
哲
学
の
自
然

法
論
を
学
ん
で
い
た
か
ら
、
カ
ン
ト
の
学
問
上
の
出
自
は
明
ら
か
に
時
代
の
主
潮
流
の
中
に
あ
（
３６
）

っ
た
。
し
か
し
ヒ
ュ
ー
ム
と
ル
ソ
ー

に
よ
っ
て
「
覚
醒
」
さ
れ
て
誕
生
し
た
そ
の
超
越
論
的
批
判
哲
学
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
ま
ど
ろ
み
」
を
過
ご
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
流
の
独

断
論
的
学
校
哲
学
の
も
つ
欠
陥
に
対
す
る
根
底
的
批
判
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
方
法
論
的
に
は
右
の
よ
う
な
国
法
論
に
お
け

る
改
革
志
向
を
も
超
え
て
、
自
然
法
論
に
新
次
元
を
画
し
た
。
そ
の
核
心
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
自
由
と
自
律
の
自
己
認
識
に
あ
り
、

そ
の
意
味
で
の
人
間
の
「
自
然
」
へ
の
肉
薄
は
、
徹
底
し
た
「
法
」
の
形
式
論
と
「
道
徳
」
の
内
面
化
と
を
つ
う
じ
て
方
法
論
的
個

人
主
義
を
確
立
し
、
伝
統
的
な
「
諸
善
の
秩
序
」
と
い
う
〈
実
質
〉
を
無
意
味
化
さ
せ
た
。
と
り
わ
け
そ
の
「
幸
福
主
義
」
批
判
は
、

家
父
長
的
専
制
を
こ
れ
ま
で
可
能
に
し
て
き
た
理
論
的
支
柱
と
し
て
の
自
然
法
的
「
国
家
目
的
」
論
（「
親
切
の
原
理
」）
を
拒
否
す

る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
自
体
を
目
的
そ
の
も
の
と
と
ら
え
て
、
権
利
主
体
、
立
法
主
体
と
し
て
の
市
民
を
定
位
す
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
私
的
自
治
の
確
立
を
意
味
し
た
。
し
た
が
っ
て
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
は
、
近
代
社
会
の
基
本
原
理
を
規
範
論
的
に
、
し
か
も
す
ぐ

れ
て
抽
象
的
な
「
私
法
」
関
係
論
的
に
樹
立
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
旧
（
近
世
）
自
然
法
論
と
は
区
別
し
て
新
（
近
代
）

自
然
法
論
と
呼
ば
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
り
、
近
代
社
会
を
つ
ら
ぬ
く
理
念
的
な
根
本
規
範
と
し
て
旧
時
代
的
な
現
実
（
実
定
法
秩

―１１１（２０）―
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序
）
の
克
服
に
つ
な
が
り
う
る
強
い
実
践
性
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
新
た
な
自
然
法
論
は
、「
実
際
に
は
ド
イ
ツ
で

は
ま
だ
獲
得
さ
れ
て
い
な
い
憲
法
典
に
一
種
代
替
す
る
も
の
と
し
て
作
用
し
よ
う
と
す
る
（
３７
）

も
の
」
で
あ
り
、
実
際
に
世
紀
末
以
降
、

「
理
性
法
論
」
の
名
前
で
自
由
主
義
的
な
立
憲
主
義
運
動
の
精
神
的
基
盤
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
自
身
の
産
ん
だ
近
代
原
理
の
普
及
・
定
着
と
と
も
に
、
こ
の
新
自
然
法
論
が
担
っ
た
批
判
的
変
革
力
は
次
第
に
奪

わ
れ
、
歴
史
的
任
務
の
終
了
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
然
法
論
に
退
場
の
道
を
指
し
示
す
役
割
を
は
た
し
た
の
が
私
法
部
面

に
お
け
る
「
歴
史
的
方
法
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
歴
史
的
な
素
材
と
し
て
の
可
変
的
な
実
定
法
群
（
と
く
に
ロ
ー
マ
法
）
か
ら
抽
象
的

法
原
理
を
構
成
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
法
規
範
と
し
て
の
自
然
法
の
意
義
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
歴
史
主
義
と
い
う
個

別
化
的
方
法
の
開
拓
者
と
な
っ
た
の
は
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
ピ
ュ
ッ
タ
ー
に
学
ん
だ
グ
ス
タ
フ
・
フ
ー
ゴ(G

ustav
H

ugo,
1764-

1844)

で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
、『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
「
法
論
」
で
私
的
所
有
権
を
基
礎
づ
け
る
に
あ
た
っ
て
、『
純
粋
理
性
批
判
』

で
確
立
し
た
感
性
界
と
英
知
界
と
の
峻
別
に
よ
る
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
認
識
の
見
地
を
下
敷
き
と
し
て
、
物
理
的
支
配
を
伴
わ
な
い

「
純
粋
に
法
的
な
」
所
有
と
い
う
「
可
想
的intelligibel

」
概
念
（「
い
っ
さ
い
の
空
間
・
時
間
的
条
件
を
捨
象
し
た
〈
も
つ
こ
と

H
aben

〉
の
概
念
」）
を
用
い
た
。
そ
の
さ
い
、
根
源
的
契
約
に
よ
っ
て
成
立
し
た
「
公
民
的
状
態
」（＝

政
治
社
会
）
が
、「
自
然

状
態
」
の
も
と
で
経
験
的
に
存
在
し
て
い
た
物
理
的
・
「
暫
定
的
なprovisorisch

」
所
有
を
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
可
想
的
・「
確
定

的
なperem

torisch

」
も
の
に
す
る
と
規
定
さ
れ
、
実
定
的
秩
序
自
体
の
変
更
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
（
３８
）

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ

ー
ゴ
は
、
そ
の
翌
年
（
一
七
九
八
年
）
の
『
実
定
法
の
哲
学
と
し
て
の
自
然
法
の
教
科
書
』
に
お
い
て
、
経
験
的
・
歴
史
的
な
所
有

権
の
視
点
か
ら
カ
ン
ト
の
可
想
的
所
有
概
念
を
批
判
し
た
。
こ
れ
は
、
現
実
に
存
在
す
る
実
定
的
秩
序
だ
け
を
法
と
み
な
し
、
そ
の

暫
定
性
・
可
変
性
を
主
張
す
る
立
場
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
自
然
法
に
よ
っ
て
実
定
法
秩
序
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
ヴ
ォ
ル
フ
的

―１１０（２１）―
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方
法
へ
の
批
判
を
も
含
意
し
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
批
判
に
は
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
と
ア
・
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
と
を
峻
別
す
る
カ
ン

ト
の
視
座
が
活
か
さ
れ
て
も
い
た
の
で
（
３９
）

あ
る
。
こ
う
し
て
フ
ー
ゴ
に
よ
っ
て
、
自
然
法
は
、
合
理
論
的
（
旧
）
で
あ
れ
超
越
論
的

（
新
）
で
あ
れ
、
そ
の
法
規
範
と
し
て
の
意
義
を
徹
底
的
に
否
認
さ
れ
、
ま
さ
に
そ
の
書
名
の
と
お
り
、
自
然
法
を
「
実
定
法
の
哲

学
」
に
取
り
替
え
よ
う
と
す
る
方
向
性
が
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
激
動
期
に
、
カ
ン
ト
は

身
分
制
社
会
か
ら
近
代
社
会
へ
の
変
革
を
つ
ら
ぬ
く
理
念
と
し
て
私
的
自
治
の
原
理
（
私
的
所
有
の
先
験
的
原
理
）
を
提
供
し
、
フ

ー
ゴ
は
実
定
法
の
可
変
性
と
い
う
視
野
か
ら
身
分
制
的
所
有
秩
序
の
解
体
（
農
民
解
放
）
を
一
種
閃
光
的
に
予
告
し
た
の
だ
と
い
っ

て
よ
い
。

そ
の
ご
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
の
終
局
年
（
一
八
一
四
年
）
に
出
た
綱
領
書
『
立
法
お
よ
び
法
学
に
と
っ
て
の
現
代
的
使
命
に
つ
い

て
』、
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
創
設
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
諸
活
動
を
と
お
し
て
歴
史
法
学
の
確
立
者
と
な
っ
た
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
、
カ

ン
ト
の
法
形
式
論
に
お
け
る
自
由
意
思
主
体
に
よ
る
権
利
体
系
を
発
展
さ
せ
、
抽
象
的
人
格
に
も
と
づ
く
私
法
体
系
を
構
想
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
後
半
の
実
定
法
一
元
主
義
と
し
て
の
法
実
証
主
義R

echtspositivism
us

の
時
代
へ
の
扉
を
開
い
た
こ
と

は
、
近
代
主
義
の
継
承
関
係
と
し
て
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ア
ッ
カ
ー
に
し
た
が
え
ば
、「
す
で
に
一
八
〇
〇
年
頃

に
は
、
最
も
将
来
性
豊
か
な
法
思
想
家
た
ち
、
と
り
わ
け
フ
ー
ゴ
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
そ
し
て
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

や
り
方
で
カ
ン
ト
へ
の
賛
意
を
あ
ら
わ
し
た
か
ら
、
そ
れ
以
降
は
、
実
定
法
の
正
当
性
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
人
格
の
道
徳
的
自
律
お

よ
び
人
格
の
道
徳
的
意
志
と
い
う
カ
ン
ト
の
倫
理
学
と
、
同
等
の
権
利
を
も
つ
人
々
の
自
由
と
共
存
し
う
る
最
大
の
自
由
を
可
能
に

す
る
も
の
と
し
て
法
秩
序
を
と
ら
え
る
カ
ン
ト
の
考
え
方
と
の
う
え
に
組
み
立
て
ら
れ
た
。
カ
ン
ト
の
諸
批
判
、
と
り
わ
け
『
純
粋

理
性
批
判
』
に
よ
っ
て
、
社
会
倫
理
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
諸
条
件
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
思
想
家
た
ち
に
と
っ
て
は
、
同
時

―１０９（２２）―
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に
、
哲
学
的
に
正
当
化
さ
れ
た
実
定
法
学
の
形
式
的
諸
条
件
を
め
ぐ
る
問
題
と
い
う
形
を
と
っ
た
。」
そ
こ
か
ら
「
科
学
的
形
式
主

義
す
な
わ
ち
法
律
学
的
実
証
主
義
の
最
大
水
脈
」
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
「
実
定
法
の
自
律
的
学
問
」
を
成
立
さ
（
４０
）

せ
た
。
そ
の
結
果
、

こ
う
し
た
私
法
分
野
で
の
実
証
主
義
は
公
法
分
野
に
も
及
び
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
リ
ン
ク
の
表
現
に
し
た
が
え
ば
、
い
ま
や
一
般
国
法

学
は
、「
歴
史
的
に
（
そ
し
て
し
ば
し
ば
古
書
に
よ
っ
て
）
根
拠
づ
け
ら
れ
た
共
通
の
〔
普
通
〕
ド
イ
ツ
国
法
学
」
に
変
わ
っ
た
。

そ
し
て
「
法
律
学
的
方
法
」
の
支
配
と
と
も
に
、
国
法
学
に
お
け
る
非
法
律
学
的
要
素
は
た
ん
な
る
記
述
的
学
問
と
し
て
の
「
一
般

国
家
論A

llgem
eine

Staatslehre

」
へ
と
押
し
や
ら
れ
、
国
法
学
お
よ
び
国
家
学
全
体
の
「
脱
政
治
化E

ntpolitisierung

」
が
不
動
の

も
の
と
（
４１
）

な
る
。
そ
れ
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
実
践
哲
学
的
伝
統
を
引
く
「
政
治
的
学
問
」
か
ら
の
実
定
法
学
の
自
立
化
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
の
近
代
的
主
権
国
家
に
向
け
た
現
実
政
治
の
進
捗
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
ゲ
ル
バ
ー(C

arl
Friedrich

W
ilhelm

von
G

erber,

1823-1891)

に
よ
る
国
法
学
の
純
粋
法
学
化
（
一
八
六
五
年
の
『
ド
イ
ツ
国
法
体
系
綱
要
』
に
お
け
る
、〈
法
律
構
成
〉＝

パ
ン
デ

ク
テ
ン
法
学
の
国
法
学
へ
の
適
用
）
を
つ
う
じ
て
顕
著
に
な
る
、
国
法
学
（
憲
法
学
）
と
政
治
学
（
政
治
哲
学
）
と
の
分
断
と
い
う

特
殊
ド
イ
ツ
的
（
４２
）

事
態
は
、
こ
の
「
脱
政
治
化
」
の
明
示
的
一
帰
結
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
「
自
然
法
は
死
ん
だ
」

一

法
実
証
主
義
の
興
隆
と
と
も
に
、
す
で
に
フ
ー
ゴ
が
予
示
し
て
い
た
よ
う
に
、
法
規
範
と
し
て
の
実
効
性
を
否
認
さ
れ
た
自

然
法
は
、
そ
れ
以
降
、
実
定
法
の
哲
学
的
根
拠
づ
け
と
い
う
道
、
す
な
わ
ち
「
法
哲
学R

echtsphilosophie

」
と
い
う
名
称
で
生
き

残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
自
然
法
」
か
ら
「
法
哲
学
」
へ
の
過
渡
期
を
あ
ら
わ
す
周
知
の
指
標
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
晩
年
の
主
著

―１０８（２３）―
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『
法
の
哲
学
の
綱
要
』（
一
八
二
一
年
）
で
あ
り
、
そ
の
著
者
は
す
で
に
明
瞭
に
実
定
法
秩
序
に
か
ん
す
る
「
実
証
的
法
学
」
の
存
立

を
前
提
と
し
つ
つ
、
こ
れ
に
「
哲
学
的
法
学
」
の
任
務
を
対
置
し
て
、
カ
ン
ト
の
形
式
論
と
方
法
論
的
個
人
主
義
の
抽
象
性
を
克
服

す
る
た
め
に
新
し
い
協
同
性
原
理
と
し
て
「
人
倫
」
と
い
う
〈
実
質
〉
を
提
起
す
る
み
ず
か
ら
の
見
地
を
、「
自
然
法
と
国
家
学
」

と
い
う
副
題
に
込
め
た
も
の
と
思
わ
（
４３
）

れ
る
。
そ
こ
で
は
、「
国
家
」
に
よ
っ
て
（
そ
し
て
実
際
上
は
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
と
「
職
業
団

体
」
と
に
よ
る
補
完
を
つ
う
じ
て
）
克
服
さ
れ
る
べ
き
「
市
民
社
会
」
は
、
抽
象
的
所
有
権
、
す
な
わ
ち
「
実
体
的
なsubstantiell

」

諸
関
係
を
捨
象
し
た
抽
象
的
・
普
遍
的
な
「
人
格
」
が
外
的
な
「
物Sache

」
に
つ
い
て
も
つ
権
利
（
対
（
４４
）

物
権
）
の
上
に
存
立
し
て

い
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
「
市
民
社
会
」
は
、「
独�

立�

の�

個�

�々

人�

」
か
ら
な
る
「
形�

式�

的�

普�

遍�

性�

に
お
け
る
結

合
体
」
で
あ
り
（
各
人
の
「
特
殊
的
目
的
は
、
他
の
人
々
と
の
関
連
を
つ
う
じ
て
自
分
に
普
遍
性
の
形
式
を
与
（
４５
）

え
る
」）、「
家
族
」

に
体
現
さ
れ
て
い
た
「
倫
理
的
実
体
性
」
の
「
喪
失
態V

erlust

」・「
分
裂
態

（
４６
）

E
ntzw

eiung

」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル

は
、
そ
れ
を
克
服
し
て
「
人
倫
」
を
再
生
す
る
途
を
、
究
極
的
に
は
人
間
の
主
体
性
、
自
由
の
実
現
と
し
て
の
歴
史
そ
の
も
の
に
求

め
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
一
八
六
一
年
に
ヴ
ァ
ル
ン
ケ
ー
ニ
ヒ
が
述
べ
た
、
一
見
極
論
に
み
え
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
も
、
あ
な
が
ち

的
は
ず
れ
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
か
れ
〔
ヘ
ー
ゲ
ル
〕
の
理
論
は
カ
ン
ト
の
理
論
で
し
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、

人�

格�

で
あ
れ
、
そ
し
て
他
者
を
人�

格�

と
し
て
取
り
扱
え
、
と
い
う
か
れ
の
原
理
は
、
自�

由�

で
あ
れ
、
そ
し
て
他
者
を
自�

由�

な�

も�

の�

と

し
て
取
り
扱
え
、
と
い
う
カ
ン
ト
の
原
理
の
別
の
表
現
で
し
か
な
い
か
ら
で
（
４７
）

あ
る
」、
と
。
そ
の
意
味
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
も
ま
た
、

カ
ン
ト
の
形
式
主
義
へ
の
批
判
と
い
う
本
来
の
意
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弁
証
法
的
観
念
性
の
ゆ
え
に
、
そ
の
「
人
倫
」
と
い
う
協

同
性
が
、
実
体
的
経
験
界
を
取
り
扱
う
「
国
家
学
」
の
精
神
的
基
礎
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
、
哲
学
的
に
示
唆
し
た
に
と
ど
ま

る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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ヴ
ァ
ル
ン
ケ
ー
ニ
ヒ(L

eopold
A

ugust
W

arnkönig,
1794-1866)

は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
ハ
イ
ゼ
や
テ
ィ
ボ
ー
ら
に
学
び
、

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は
と
く
に
フ
ー
ゴ
の
指
導
を
受
け
た
の
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
の
諸
大
学
で
ロ
ー
マ
法
や
自
然
法
を
担
当
、
一
八
三
六

年
に
初
期
立
憲
主
義
の
闘
士
ロ
テ
ク(C

arl
von

R
otteck,

1775-1840)

の
後
任
と
し
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
へ
移
り
、
四
四
年
か
ら
五

六
年
ま
で
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
教
会
法
の
教
授
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ル
ン
ケ
ー
ニ
ヒ
の
研
究
対
象
は
、
法
制
史
・
法
哲
学

・
教
会
政
策
ま
で
及
ぶ
広
範
な
も
の
で
あ
っ
（
４８
）

た
が
、
か
れ
は
一
八
六
一
年
の
上
掲
論
説
の
冒
頭
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
か
つ
て
、

し
か
も
な
お
今
世
紀
の
第
二
・
四
半
期
に
至
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
つ
の
お
お
い
に
愛
さ
れ
尊
重
さ
れ
た
学
問
が
育
ま
れ
た
。

そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
二
つ
の
学
部
が
た
が
い
に
競
い
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
法
学
者
と
哲
学
者
に
よ
っ
て
彫
琢
さ

れ
た
自�

然�

法�

論�

で
あ
る
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
の
学
問
は
、
通
常
は
た
が
い
に
敵
対
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
二
つ
の
集
団
に
お
い
て
、

最
高
の
敬
意
が
払
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
メ�

ッ�

タ�

ー�

ニ�

ヒ�

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
、
民
主
主
義
的
自
由
主
義
の
陣
営
と
に
お
い
て
で
あ

り
、
後
者
の
最
も
著
名
な
代
表
者
は
フ�

ォ�

ン�

・
ロ�

テ�

ク�

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
い
っ
そ
う
奇
妙
な
こ
と
に
、
両
陣
営
に
お
い
て
と
も

に
、
自
然
法
礼
賛
は
、
自
由
主
義
の
諸
志
向
の
勝
利
の
の
ち
に
は
と
だ
え
て
し
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
法
律
学
校
で
は
自
然
法
論
は
完

全
に
不
信
を
こ
う
む
り
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
法
律
学
の
勉
学
が
再
編
さ
れ
て
以
降
は
、
自
然
法
論
は
後
景
に
退
い
て
、
ロ

ー
マ
法
と
ゲ
ル
マ
ン
法
の
勉
学
が
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
す
で
に
二
十
年
代
に
、
自
然
法
論
は
法�

哲�

学�

に
改
称
さ
れ
て
い
た
の

で
（
４９
）

あ
る
。」

二

こ
う
述
べ
た
ヴ
ァ
ル
ン
ケ
ー
ニ
ヒ
に
と
っ
て
、
で
は
、
自
然
法
論
と
法
哲
学
の
課
題
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
長
い
引
用
に
な

る
が
、
そ
の
論
旨
を
追
っ
て
著
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
よ
う
。
―
―
「
ト�

マ�

ー�

ジ�

ウ�

ス�

（
一
七
〇
三
年
）
に
よ
っ
て
自
然
法
論jus

naturae

が
、
か
ね
て
人
間
の
自
然
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
強
制
義
務
の
教
義
と
し
て
把
握
さ
れ
て
、
道
徳
学
か
ら
区
別
さ
れ
て
の

―１０６（２５）―
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ち
、
こ
の
学
派
の
第
一
の
課
題
に
な
っ
た
の
は
、
自
然
法
論
を
独
自
の
学
問
と
し
て
基
礎
づ
け
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
学
理

〔
強
制
義
務
論
と
道
徳
論
〕
を
境
界
づ
け
る
原
理
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
…
ヴ�

ォ�

ル�

フ�

学
派
も
こ
の
挑
戦
に
失
敗
し
、
自

然
法
論
が
一
つ
の
折
衷
的
な
ご
た
ま
ぜM

ixtum
com

positum

へ
と
解
体
し
た
の
ち
、
…
…
偉
大
な
カ�

ン�

ト�

が
（
一
七
九
七
―
九

八
年
に
）
こ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
、
驚
い
て
こ
の
点
で
も
こ
の
偉
大
な
天
才
に
深
々
と
頭
を
た
れ
る
学
識
世
界
の
眼
前
に
、
こ
の
問

題
の
合
理
的
な
解
答
を
も
た
ら
し
た
。〔
原
文
改
行
〕
自
然
法
の
原
理
が
発
見
さ
れ
た
―
―
そ
れ
は
自�

由�

の
原
理
で
あ
っ
た
―
―
す

な
わ
ち
、
人
間
の
共
存
関
係
に
と
っ
て
絶
対
的
に
必
要
な
、
理
性
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
る
外�

的�

自�

由�

の
原
理
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て

の
人
々
に
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
お
の
ず
か
ら
帰
属
す
る
べ
き
外�

的�

な�

自�

由�

領�

域�

を
許
容
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
カ�

ン�

ト�

は
最
高
原

理
を
、
万�

人�

を
理�

性�

法�

則�

と
し
て
拘
束
す
る
一
つ
の
定
言
命
法
の
形
式
で
表
現
し
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
意
思
の
自
由
が
普
遍
的
法

則
に
従
っ
て
全
員
の
自
由
と
共
存
で
き
よ
う
に
行
為
せ
よ
、
と
。
い
ま
や
急
速
に
自
然
法
論
の
分
野
で
、
お�

え�

ら�

方�

が�

動�

き�

出�

す�

と�

、
し�

も�

じ�

も�

は�

忙�

し�

く�

な�

る�
（
５０
）

、
と
い
う
シ�

ラ�

ー�

の
周
知
の
言
葉
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
。
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
、
し
ば

し
ば
一
夜
で
カ
ン
ト
流
の
自
然
法
の
諸
体
系
が
に
ょ
き
に
ょ
き
出
現
し
た
。
そ
れ
ら
の
著
者
た
ち
に
と
っ
て
主
要
目
標
は
、
そ
の

〔
カ
ン
ト
の
〕
原
理
を
新
た
な
形
式
で
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。」「
奇
妙
な
こ
と
に
は
、
道
徳
学
か
ら
区
別
さ
れ
た
強�

制�

義�

務�

論�

と
し
て
の
自
然
法
論
と
い
う
や
り
方
に
は
っ
き
り
反
対
し
た
ド
イ
ツ
の
学
者
は
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
哲
学
者
た
ち
は
、
こ
の
法
学

者
を
予
言
者
た
ち
の
中
の
不
適
格
な
サ
ウ
ル
と
み
な
し
て
、嘲
弄
し
つ
つ
、
口
を
は
さ
む
権
利
を
否
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
法
学
者
と
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
Ｇ�

・
フ�

ー�

ゴ�

で
あ
っ
て
、
か
れ
は
す
で
に
一
七
九
八
年
に
、
本
来
の
学
問
と
し
て
の
そ

の
よ
う
な
麻�

痺�

し�

た�

道�

徳�

学�

T
odtschlagsm

oral

の
現
実
性
を
否
認
し
た
！

こ
の
皮
肉
を
好
ん
だ
男
を
、
人
は
法
学
の
メ
フ
ィ
ス

ト
フ
ェ
レ
ス
と
さ
え
呼
ん
だ
。―
―
実�

際�

の�

法�

は
、
歴
史
の
最
初
か
ら
、
理
性
法
の
擁
護
者
た
ち
の
宣
示
す
る
よ
う
な
も
の
と
は
異

―１０５（２６）―
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な
っ
た
基
盤
と
諸
命
題
と
を
有
し
て
き
た
こ
と
、
理
性
法
は
実
際
に
通
用
す
る
法
の
性
質
を
な
ん
ら
要
求
し
え
な
い
こ
と
、
な
ど
を

か
れ
が
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
は
、
そ
の
役
柄
は
か
れ
に
は
た
や
す
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ�

ー�

ゴ�

は
、
絶
対
的
な
自
由
理

論
か
ら
は
実
際
的
な
事
柄
は
た
い
し
て
生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
示
唆
し
た
。
と
い
う
の
は
、
主
要
問
題
は
つ
ね
に
、
自
由
は
現

実
の
各
個
人
に
ど
の
程
度
許
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
自
由
と
い
う
も
の
は
、
全
員

が
平
等
に
同
一
量
の
自
由
を
理
性
的
な
や
り
方
で
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
各
人
は
ど
の
程
度
自
由
を
必
要
と
し
、

そ
れ
に
値
い
し
、
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
り
つ
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
誰
も
が
気
づ
く
こ
と

だ
が
、
カ�

ン�

ト�

と
そ
の
学
派
の
自
然
法
原
理
は
一
つ
の
当�

為�

の
原
理
で
し
か
な
い
こ
と
、
諸
法
の
実
在
を
唯
一
基
礎
づ
け
る
存�

在�

の

原
理
で
は
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
道
徳
的
な
義
務
づ
け
の
原
理
で
し
か
な
い
こ
と
を
、
か
れ
は
み
の
が
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
か

れ
は
は
っ
き
り
述
べ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
か
れ
が
自
然
法
を
麻
痺
し
た
道
徳
学
と
名
付
け
て
い
る
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
フ�

ー�

ゴ�

は
、
法
の
哲
学
的
照
明
を
追
放
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
自
然
法
を
実�

定�

法�

の�

哲�

学�

に
取
り
替
え
よ
う
と

し
た
、
だ
か
ら
か
れ
の
教
科
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
実�

定�

法�

の�

哲�

学�

と
し
て
の
自
然
法
（
第
四
版
、
一
八
一
九
年
）
と
な
っ
て
い
る
。」

「
か
れ
は
支
配
的
学
派
か
ら
無
慈
悲
に
弾
劾
さ
れ
た
…
…
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
が
自
然
法
に
最
初
の
致
命
的
な

一
撃
を
加
え
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
法
は
干
上
が
っ
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
名
称
は
そ
の
魔
力
を
失
い
、

フ�

ー�

ゴ�

の
嘲
弄
す
る
敵
手
ヘ�

ー�

ゲ�

ル�

で
さ
え
、
そ
の
名
称
を
背
後
に
押
し
や
り
、
そ
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
は
法�

の�

哲�

学�

（
あ
る
い
は

自�

然�

法�

と�

国�

家�

学�

の�

概�

説�

）で
あ
り
、
そ
し
て
、
一
八
三
〇
年
以
降
こ
の
領
域
で
君
臨
し
た
人
物
、
フ�

リ�

ー�

ド�

リ�

ヒ�

・
ユ�

ー�

リ�

ウ�

ス�

・

シ�

ュ�

タ�

ー�

ル�

〔Friedrich
Julius

Stahl,
1802-1861

〕
も
、
他
の
多
く
の
人
々
と
と
も
に
か
れ
〔
ヘ
ー
ゲ
ル
〕
に
従
っ
た
。
自
然
法

は
死
ん
だ
、
そ
し
て
ま
だ
法
哲
学
の
中
で
亡�

霊�

と
し
て
徘�

徊�

し
て
い
る
だ
け
だ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
理
性
法
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と
し
て
定
式
化
さ
れ
、
国
家
の
認
可
な
し
で
通
用
す
る
法�

規�

な
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
々
の
一
致
し
た
見
方
に
し
た
が

え
ば
、
も
は
や
問
題
に
な
り
え
な
か
っ
た
。
…
…
自
然
法
は
、
実
定
法
の
諸
分
野
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
つ
い
に

唯
一
支
配
的
と
な
っ
た
、
ド
イ
ツ
法
学
者
の
歴
史
学
派
に
よ
っ
て
、
放
逐
さ
れ
た
。
そ
の
王
者
に
し
て
長
年
に
わ
た
る
独
裁
官
た
る

フ�

ォ�

ン�

・
サ�

ヴ�

ィ�

ニ�

ー�

は
、
す
で
に
一
八
一
四
年
に
、
自
然
法
に
由
来
す
る
〈
十
八
世
紀
の
法
学
の
「
ま
っ
た
く
空
虚
な
」
方
向
〉

を
、
容
赦
な
く
き
び
し
く
弾
劾
し
て
い（
５１
）

た
。」
ま
た
、
カ
ン
ト
と
そ
の
学
派
の
法
論
は
、「
純
粋
な
ア
・
プ
リ
オ
リ
の
抽
象
に
と
ど
ま

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
か
ら
、
そ
の
「
定
言
命
法
は
…
…
形�

式�

原�

理�

で
あ
っ
た
」
し
、
そ
の
「
普�

遍�

的�

法�

則�

は
無
規
定
」
で
あ
り
、

か
れ
ら
の
自
然
法
的
諸
規
範
は
、「
す
べ
て
、
社
会
的
諸
関
係
の
中
に
存
す
る
外
的
な
基
礎
を
な
ん
ら
有
し
て
い
な
か
っ
た
」。「
か

れ
ら
の
称
す
る
普�

遍�

的�

な�

理�

性�

」
に
も
と
づ
く
「
自
然
法
の
諸
規
範
は
、
つ
ね
に
主�

観�

的�

な�

見�

解�

で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
そ
う

い
う
も
の
と
し
て
実
際
の
法
と
し
て
は
な
ん
ら
通
用
性
を
も
ち
え
な
か
っ
た
」。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
法
学
派
に
属
す
る
、
た
だ
し

直
観
認
識
に
依
拠
す
る
「
神
学
的
法
哲
学
者
」
に
属
す
る
シ
ュ
タ
ー
ル
が
、
一
八
三
〇
年
の
著
書
『
歴
史
的
見
地
に
よ
る
法
の
哲

学
』
で
あ
げ
た
成
果
に
よ
っ
て
、「
た
い
て
い
の
同
時
代
人
の
見
方
に
し
た
が
え
ば
、
か
れ
が
カ�

ン�

ト�

や
フ�

ィ�

ヒ�

テ�

や
ヘ�

ー�

ゲ�

ル�

の

自
然
法
諸
体
系
に
、
つ
ま
り
合
理
主
義
的
な
哲
学
の
全
体
に
と
ど
め
を
刺
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
（
５２
）

な
る
。」

こ
の
よ
う
に
自
然
法
（
論
）
の
解
体
過
程
を
回
顧
し
た
う
え
で
、
著
者
は
、「
自
然
法
が
法
哲
学
に
転
換
し
た
の
ち
」
の
現
在
の

法
哲
学
の
根
本
課
題
を
、「
い
っ
さ
い
の
法
の
究
極
の
根
拠
、
そ
の
最
高
の
目
的
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
秩
序
に
よ
っ
て
で

き
る
か
ぎ
り
実
現
さ
れ
る
べ
き
理
想
は
何
か
」、
と
い
う
「
当�

為�

」
の
探
究
に
求
め
、
法
哲
学
は
「
倫
理
的
学
問
」
た
ら
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
こ
と
を
認
め
る
。
そ
の
結
果
、
多
様
な
法
哲
学
（
合
理
主
義
的
な
も
の
、
神
学
的
な
も
の
、
国
家
学
的
・
政
治
学
的
な

も
の
、
折
衷
主
義
的
な
も
の
、
懐
疑
論
的
な
も
の
な
ど
）
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
だ
が
、
総
じ
て
「
根
本
理
論
の
樹
立
」
と
い
う

―１０３（２８）―
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共
通
の
最
重
要
課
題
の
中
身
を
、
ヴ
ァ
ル
ン
ケ
ー
ニ
ヒ
は
「
実�

定�

法�

の�

哲�

学�

的�

な�

発�

生�

史�

論�

G
enesislehre

の�

発�

見�

」
と
規
定
し
た
。

そ
し
て
、
か
れ
自
身
の
方
法
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
「
歴
史
的
方
法
」（
と
く
に
法
の
根
拠
と
し
て
の
民
族
的
確
信
）
に
依
拠
し
つ
つ
、

そ
の
「
法
感
情
」
の
心
理
学
的
・
経
験
論
的
な
分
析
（
人
間
の
自
然
に
内
在
す
る
「
欲
求
」
の
観
点
）
と
、
カ
ン
ト
的
な
「
ア
・
プ

リ
オ
リ
な
領
域
」
で
の
根
拠
づ
け
と
を
総
合
す
る
見
地
、
す
な
わ
ち
、
法
の
「
歴�

史�

的�

源
泉
、
心�

理�

学�

的�

・
経�

験�

論�

的�

源
泉
、
そ
し

て
合�

理�

論�

的�

・
思�

弁�

的�

源
泉
」
か
ら
な
る
「
法
の
自
然
論N

aturlehre
des

R
echts

」
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
か
れ
は
自
分
の
方
法

を
積
極
的
に
「
折�

衷�

主�

義�

的�

と
呼
ん
だ
」
の
で
（
５３
）

あ
る
。

三

こ
う
し
て
十
九
世
紀
の
「
二
十
年
代
に
自
然
法
論
は
法
哲
学
に
改
称
さ
れ
」、「
自
然
法
は
死
ん
だ
」
と
み
な
さ
れ
た
。
ハ
ン

ス
・
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
、
カ
ン
ト
を
自
然
法
論
の
「
終
極
点
」、（
フ
ー
ゴ
の
カ
ン
ト
批
判
を
念
頭
に
お
い
て
）
自
然
法
論
か
ら
法
哲

学
へ
の
「
分
岐
点
」
に
位
置
づ
け
て
（
５４
）

い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
自
然
法
論
か
ら
（
歴
史
法
学
派
を
介
し
た
）
法
実
証
主
義
へ
と
い

う
動
か
し
が
た
い
巨
視
的
・
長
期
的
基
本
動
向
の
初
期
段
階
で
は
、
カ
ン
ト
の
圧
倒
的
な
影
響
力
は
、
当
面
、
十
九
世
紀
初
頭
の
ド

イ
ツ
に
自
然
法
論
の
顕
著
な
流
行
状
況
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
ン
ケ
ー
ニ
ヒ
は
、
そ
の
主
著
『
法
の
自
然
論
と
し
て

の
法
哲
学
』（
一
八
三
九
年
）
の
中
で
、「
ド
イ
ツ
で
カ
ン
ト
哲
学
の
普
及
以
降
に
出
版
さ
れ
た
自
然
法
に
か
ん
す
る
著
作
の
年
代
順

一
覧
」
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
一
七
九
〇
年
の
Ｇ
・
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
か
ら
一
八
三
一
年
の
Ｔ
・
シ
ュ
マ
ル
ツ
ま
で
計
一
〇
五

点
を
数
え
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
完
全
に
網
羅
し
た
と
は
い
え
な
い
）、
そ
の
う
ち
の
「
大
部
分
は
カ
ン
ト
哲
学
の
土
台
に
根
ざ
し
て

い
る
」
も
の
で
あ
（
５５
）

っ
た
。
ち
な
み
に
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
ロ
テ
ク
の
『
理
性
法
お
よ
び
国
家
学
の
教
科
書
』（
全
四
巻
、
一
八
二
九

―
三
五
年
）
は
、
ル
ソ
ー
や
カ
ン
ト
を
想
原
と
す
る
純
粋
理
念
的
な
国
家
論
・
国
法
論
（「
理
性
法
の
う
え
に
築
か
れ
た
国
家
学
の

総
体
」）
の
ほ
ぼ
最
後
の
代
表
例
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
神
学
的
君
主
制
論
を
プ
ロ
イ
セ
ン
の
新
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

―１０２（２９）―
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ム
四
世
か
ら
期
待
さ
れ
た
シ
ュ
タ
ー
ル
の
ば
あ
い
と
は
対
照
的
に
、
西
南
ド
イ
ツ
初
期
自
由
主
義
の
思
想
空
間
の
中
で
生
み
だ
さ
れ

た
初
期
立
憲
主
義
論
で
あ
（
５６
）

っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
大
量
に
産
出
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
的
な
自
然
法
的
諸
論
著
は
、
実

定
憲
法
へ
の
君
主
の
拘
束
、
君
主
に
お
け
る
人
格
と
国
家
代
表
と
い
う
二
重
性
格
の
分
離
、
人
権
お
よ
び
市
民
権
の
カ
タ
ロ
グ
、
国

家
干
渉
の
「
安
全
確
保
」
へ
の
縮
減
と
干
渉
の
法
律
へ
の
拘
束
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
（
内
務
行
政
）
と
司
法
と
の
分
離
、「
恣
意
」
に
対

す
る
権
利
保
護
な
ど
、
一
連
の
立
憲
主
義
思
想
上
の
概
念
や
用
語
を
、
自
然
法
論
の
国
法
論
的
伝
統
の
中
に
注
入
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
（
５７
）

あ
る
。
こ
う
し
て
、
世
紀
転
換
期
の
政
治
的
・
社
会
的
大
変
動
の
も
と
で
、
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
が
も
た
ら
し
た
自
然
法
論

の
満
開
状
況
―
―
「
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
」
の
よ
う
な
、
つ
か
の
間
の
「
自
然
法
礼
賛
」
―
―
は
、
そ
れ
ま
で
「
一
般
国
法
学
」
が
育

成
し
て
い
た
法
治
国
家
論
的
要
素
を
自
由
主
義
的
・
立
憲
主
義
的
方
向
に
躍
進
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
解
体
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
一
般
国
法
学
」
全
体
を
さ
ら
に
豊
富
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
法
論
の
活
況
は
、
理
性
法
論
の
も
ち
え
た
国
制
論
的
（
立
憲
主
義
的
）
革
新
力
の
余
韻
を
理
論
と
実
践
の
両
面

で
残
し
つ
つ
、
ま
も
な
く
終
息
し
て
、
実
定
法
主
義
の
優
位
化
と
と
も
に
自
然
法
論
自
体
は
「
法
哲
学
」
へ
の
衣
替
え
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
と
は
い
え
、「
自
然
法
は
死
ん
だ
」
と
は
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
事
情
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ
ー
ア
ッ
カ
ー
も

指
摘
し
た
よ
う
に
、
自
然
法
を
追
放
す
る
役
割
を
は
た
し
た
歴
史
主
義
自
体
が
、
新
旧
の
自
然
法
論
か
ら
の
「
遺
産
」
を
継
承
し
て

い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
歴
史
主
義
形
成
の
文
化
史
的
背
景
に
ま
ず
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ト
マ
ー
ジ
ウ
ス
、
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
か
ら
メ
ー
ザ
ー
に
至
る
文
化
相
対
主
義
、
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ヴ
ィ
ー
コ
の
バ
ロ
ッ
ク
的
反
合
理
主
義
か
ら
、

ヘ
ル
ダ
ー
、
シ
ェ
リ
ン
グ
に
至
る
個
性
化
認
識
の
視
座
が
、
ロ
マ
ン
主
義
と
交
差
し
つ
つ
、
歴
史
的
感
覚
を
豊
か
に
育
て
、
ま
た
、

古
典
主
義
が
「
新
人
文
主
義
」
の
形
で
国
民
的
文
化
意
識
の
深
化
に
貢
献
し
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
に
触
発
さ
れ
た
、「
歴
史
的
有
機

―１０１（３０）―
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体
と
し
て
の
ド
イ
ツ
民
族
の
発
見
」）、
さ
ら
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
を
中
心
に
醸
成
さ
れ
た
、
歴
史
学
へ
の
国
家
学
的
・
実
用
主
義
的

関
心
も
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
全
体
が
ロ
ー
マ
法
研
究
の
意
義
を
高
（
５８
）

め
た
。
こ
れ
を
歴
史
法
学
派
成
立
の
文
化
史
的
土
台
と
す
れ
ば
、

歴
史
学
派
が
自
然
法
論
か
ら
受
け
つ
い
だ
「
遺
産
」
と
し
て
は
、
第
一
に
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
の
「
体
系
」
自
体
と
、
そ
の
「
概

念
形
成
の
方
法
」
お
よ
び
「
体
系
と
概
念
か
ら
の
法
的
諸
決
定
の
論
理
的
演
繹
」
が
、
ヴ
ォ
ル
フ
と
そ
の
学
派
の
体
系
、
お
よ
び
と

り
わ
け
そ
の
「
論
証
的
方
法dem

onstrative
M

ethode

か
ら
借
用
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
二
に
、
形
式
的
近
代

原
理
の
継
承
関
係
と
し
て
す
で
に
述
べ
た
点
だ
が
、
カ
ン
ト
が
確
立
し
た
「
人
格
の
道
徳
的
自
律
」、
お
よ
び
万
人
の
自
由
の
共
存

を
可
能
に
す
る
「
法
秩
序
」
と
い
う
道
徳
的
要
請
は
、
フ
ー
ゴ
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
ら
に
よ
っ
て
「
一
致
し
て
受

容
さ
れ
た
」
こ
と
で
（
５９
）

あ
る
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
し
た
が
え
ば
、
法
が
道
徳
の
実
現
に
役
立
つ
の
は
、「
法
が
道
徳
の
命
令
を
遂
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
各
人
の
意
志
に
内
在
す
る
道
徳
の
力
の
自
由
な
開
展
を
法
が
安
全
に
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
の
で

（
６０
）

あ
る
」、
と
。
カ
ン
ト
の
形
式
的
義
務
倫
理
に
託
さ
れ
た
私
的
自
治
原
理
の
含
意
が
、
こ
こ
に
明
瞭
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
新
た
な

近
代
私
法
学
と
し
て
の
歴
史
主
義
は
、
自
然
法
論
の
全
面
否
定
と
そ
れ
か
ら
の
断
絶
に
お
い
て
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
新
旧
の
自

然
法
論
か
ら
近
代
合
理
主
義
の
道
徳
精
神
と
技
法
（
論
証
的
方
法
）
と
を
た
し
か
に
継
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
て
歴
史
主
義
と
し
て
成
立
し
た
新
し
い
法
学
は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
綱
領
書
に
あ
る
よ
う

に
、
現
実
の
法
の
起
源
を
「
共
通
の
民
族
的
確
信
」
す
な
わ
ち
「
慣
習
法
」
に
求
め
、
そ
の
学
問
的
営
為
を
ロ
ー
マ
法
の
根
源
（
と

く
に
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
の
法
源
）
か
ら
の
概
念
形
成
に
注
ぎ
、
そ
の
形
式
的
類
型
化
手
法
を
つ
う
じ
て
法
学
の
「
脱
政
治

化
」
を
決
定
的
に
促
進
し
た
。
そ
こ
に
生
み
だ
さ
れ
た
、
近
代
の
学
問
に
共
通
す
る
形
式
主
義Form

alism
us

は
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の

晩
年
の
大
著
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』（
全
八
巻
、
一
八
四
〇
―
四
九
年
）
が
な
お
カ
ン
ト
の
法
論
（
自
由
意
思
主
体
と
し
て
の
抽
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象
的
人
格
）
か
ら
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
い
う
含
意
を
超
え
て
、
ま
も
な
く
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
に
お
け
る
制
定
法
至
上
主
義
と

い
う
形
で
事
実
上
完
成
（
６１
）

す
る
。

五

目
的
論
と
生
活
課
題

一

さ
て
、
こ
う
し
て
、
カ
ン
ト
が
批
判
哲
学
と
し
て
抽
象
的
人
格
規
定
の
上
に
確
立
し
た
形
式
的
近
代
原
理
は
、
十
九
世
紀
前

半
に
、一
方
で
、
ラ
ウ
に
よ
る
官
房
学
の
「
純
粋
」
科
学
化
と
し
て
の
「
経
済
学
」
の
自
立
化
に
、
方
法
論
的
個
人
主
義
と
い
う
基

礎
前
提
を
提
供
し
、
他
方
で
は
、
法
学
に
お
け
る
歴
史
主
義
と
い
う
近
代
の
精
神
に
、
抽
象
的
な
私
法
関
係
と
い
う
形
式
的
視
座
を

与
え
て
、自
然
法
論
の
退
場
と
法
実
証
主
義
の
勝
利
へ
の
途
を
拓
い
た
。
こ
こ
に
経
済
学
と
法
学
の
双
方
で
確
立
し
た
形
式
的
近
代

原
理
は
、
市
場
原
理
と
「
私
法
」
関
係
に
媒
介
さ
れ
て
、
立
憲
君
主
制
下
の
資
本
主
義
的
発
展
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
近
代

原
理
を
つ
ら
ぬ
く
形
式
主
義
は
、
伝
統
的
に
広
義
の
政
治
学
が
取
り
扱
っ
て
き
た
旧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
「
諸
善
の
秩
序
」
と
し
て
の

実
質＝

質
料
的
倫
理
の
喪
失
を
、
し
た
が
っ
て
法
と
倫
理
の
も
と
で
生
き
る
各
人
の
生
の
「
目
的
」
と
そ
の
具
体
的
達
成
度
に
か
ん

す
る
学
問
的
討
議
の
無
意
味
化
と
没
却
を
帰
結
し
た
。
そ
れ
が
、「
仮
言
的
」
経
験
界
（
諸
目
的
の
世
界
）
を
い
っ
さ
い
捨
象
し
た

カ
ン
ト
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
「
自
由
の
法
則
」
論
の
も
た
ら
し
た
学
問
史
的
含
意
で
あ
っ
た
。

こ
の
文
脈
は
、
第
一
に
、
官
房
学
と
自
然
法
的
公
法
学
と
を
二
大
支
柱
と
し
て
、
国
家
目
的
と
対
応
手
段
と
を
規
範
論
的
（「
公

共
善
」
の
立
場
）
か
つ
行
政
学
（
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
）
的
・
実
践
的
に
論
じ
て
き
た
、「
政
治
的
学
問
」
と
し
て
の
国
家
学
の
没
落
を

必
然
化
し
た
。
国
家
学
が
支
え
て
き
た
啓
蒙
絶
対
主
義
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
、
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
思
想
原
理
と
し
て
拒
否
さ
れ
、
ナ
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ポ
レ
オ
ン
の
支
配
を
つ
う
じ
て
現
実
に
清
算
を
迫
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
流
の
自

由
主
義
的
国
家
観
（
一
七
九
二
年
に
部
分
的
に
雑
誌
掲
載
さ
れ
た
『
国
家
活
動
限
定
論
』）
の
普
及
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
ポ
リ
ツ

ァ
イ
と
そ
の
学
問
が
「
親
切
の
原
理
」
の
象
徴
と
し
て
克
服
す
べ
き
対
象
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
か
ら
行
政

法
学
へ
の
転
換
が
十
九
世
紀
を
つ
う
じ
て
進
展
し
た
。「
国
家
学
的
方
法
」
か
ら
「
法
律
学
的
方
法
」
へ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
６２
）

転
換
」

は
、
明
白
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
二
に
、
カ
ン
ト
の
も
た
ら
し
た
右
の
同
じ
文
脈
は
、
現
実
の
経
験
界
で
生
起
す
る
各
人
の
具
体
的

な
「
自
由
の
程
度
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
す
な
わ
ち
最
広
義
の
生
活
問
題
の
、
発
見
と
「
政
策
」
対
応
に
と
っ
て
、
致
命
的
で
あ
っ

た
。
別
稿
で
み
た
よ
う
に
、
ラ
ウ
が
、
国
家
学
の
構
成
要
素
た
る
官
房
学
か
ら
、
物
財
の
必
要
充
足
に
特
化
し
た
近
代
的
な
「
国
民

経
済
学
」を
自
立
化
さ
せ
た
さ
い
、
産
業
化
に
と
も
な
う
労
働
者
問
題
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
楽
観
的
な
労
働
需
給
論
に
依
拠
し
て
、

個
人
の
勤
勉
と
慈
善
に
頼
る
古
典
的
自
由
主
義
者
と
し
て
終
始
し
た
の
で
あ
り
、
国
家
の
行
政
的
干
渉
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
「
社

会
問
題
」
認
識
自
体
に
つ
い
て
も
露
呈
し
た
そ
の
消
極
性
は
、
こ
の
新
し
い
「
純
粋
」
な
学
問
の
原
子
論
的
・
実
証
主
義
的
・
没
政

治
的
な
方
法
（
自
己
の
「
立
場
」
の
明
示
を
回
避
し
た
客
観
主
義
的
方
法
）
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
（
６３
）

っ
た
。
同
様
に
形
式
主
義
を
方
法

論
的
基
礎
と
す
る
法
律
学
的
概
念
形
成
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
実
定
法
至
上
主
義
が
、
現
状
追
認
型
の
無
批
判
的
保
守
性
を
あ
ら
わ

す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
原
子
論
的
近
代
原
理
の
形
式
主
義
と
客
観
主
義
の
方
法
論
的
隘
路
に
よ
っ
て
逆
照
射
さ
れ
る
の
は
、
国
家
学
に
お
け
る

旧
政
治
学
（
実
践
哲
学
）
的
な
目
的
論
的＝

質
料
倫
理
的
伝
統
の
存
在
が
、
新
時
代
の
「
社
会
問
題
」
認
識
お
よ
び
社
会
改
良
思
想

の
形
成
に
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
貢
献
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

一
八
二
七
年
に
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
国
家
経
済
学
部
の
「
国
家
学
の
エ
ン
ツ
ィ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
、
政
治
学
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
お
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よ
び
国
法
学
の
教
授
」
に
就
任
し
た
モ
ー
ル(R

obert
von

M
ohl,

1799-1875)

は
、
そ
の
学
問
的
地
歩
を
確
立
し
た
『
ヴ
ュ
ル
テ

ム
ベ
ル
ク
王
国
の
国
法
』（
全
二
巻
、
一
八
二
九
―
三
一
年
）
が
、
こ
の
領
邦
国
家
の
初
期
立
憲
体
制
（
一
八
一
九
年
成
立
）
に
も

と
づ
く
実
定
国
法
（
憲
法
と
行
政
法
）
の
体
系
的
分
析
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
す
で
に
最
初
か
ら
実
定
法
秩
序
の
世

界
に
立
脚
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
国
家
目
的
」
論
を
要
石
と
す
る
「
哲
学
的
国
法
学
」
に
よ
っ
て
実
定
法
秩
序

を
基
礎
づ
け
る
立
場
を
堅
持
し
、
右
の
講
座
名
（
モ
ー
ル
の
着
任
ま
で
は
、
一
八
一
七
年
の
学
部
創
設
時
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ス

ト
が
始
め
た
「
国
家
行
政
実
務
」
の
講
座
だ
っ
た
）
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て
「
政
治
的
学
問
」
と
し

て
の
ド
イ
ツ
国
家
学
の
伝
統
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
い
う
「
哲
学
的
国
法
学
」
は
、
先
に
変
遷
史
を
展
望
し
た
自
然
法

的
公
法
学
と
し
て
の
「
一
般
国
法
学
」
の
別
称
で
（
６４
）

あ
り
、
十
八
世
紀
の
帝
国
国
法
学
的
見
地
が
三
月
前
期
の
立
憲
主
義
的
国
法
論
へ

と
理
性
主
義
的
に
継
承
・
発
展
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
と
く
に
モ
ー
ル
の
国
家
学
的
方
法
が
示
し
て
い
る
。
こ
の
継
承
関
係
は
、
ヴ

ィ
ー
ア
ッ
カ
ー
が
私
法
（
歴
史
学
派
）
に
つ
い
て
指
摘
し
た
上
述
の
自
然
法
論
か
ら
の
「
遺
産
」
の
継
承
と
パ
ラ
レ
ル
な
、
公
法
部

面
で
の
経
緯
と
い
っ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
私
法
の
ば
あ
い
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
モ
ー
ル
の
見
地
は「
脱
政
治
化
」で
は
な
く
、

「
政
治
的
学
問
」
と
し
て
の
国
家
学
の
継
承
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
を
時
代
遅
れ
の
カ
オ
ス
と
み
な
し
て
「
経
済
学
」
の
価
値
中
立
的
・
客
観
主
義
的
自
立
化
を
志
向
し
た
ラ
ウ
と
は

異
な
り
、
モ
ー
ル
は
、「
国
家
目
的
」
と
い
う
国
家
学
に
お
け
る
枢
要
の
、
伝
統
的
な
実
質＝

質
料
的
倫
理
の
次
元
に
、「
各
人
の
能

力
の
自
主
的
開
展
」
と
い
う
近
代
的
・
理
性
主
義
的
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
阻
害
要
因
と
し
て
の
生
活
問
題
の
発

見
と
国
家
「
政
策
」
論
（
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
を
核
心
と
す
る
広
大
な
「
国
家
政
策
学Staatskunst

」
に
お
け
る
目
的
・
手
段
関
係
論
）

に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
理
性
主
義
的
な
当
為
で
つ
ら
ぬ
か
れ
た
総
合
国
家
学
的
な
視
座
に
よ
っ
て
、
モ
ー
ル
は
、
国
家
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干
渉
の
近
代
原
理
と
し
て
「
法
治
国
家R

echtsstaat

」
概
念
を
国
法
論
上
に
本
格
的
に
定
着
さ
せ
、
私
的
自
治
を
補
完
・
促
進
す
る

た
め
の
国
家
行
政
行
為
と
し
て
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
を
積
極
的
に
再
定
義
し
て
、
ド
イ
ツ
の
福
祉
国
家
思
想
史
に
お
け
る
現
代
的
な
実

質
的
・
社
会
的
法
治
国
家
論
の
祖
型
思
想
と
し
て
の
位
置
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
の
私
的
自
治
は
、
た
ん
に
抽
象
的
・
形

式
的
に
想
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
目
的
論
は
、
私
的
自
治
の
実
質
的
な
内
容
や
実
現
の
程
度
を
問
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
モ

ー
ル
の
そ
う
し
た
見
地
は
、
三
月
前
期
の
同
時
代
人
の
中
で
も
最
も
早
期
に
「
社
会
問
題
」
論
説
（
一
八
三
五
年
）
を
生
み
だ
し
た

だ
け
で
（
６５
）

な
く
、
お
の
ず
か
ら
、
ス
ミ
ス
の
「
産
業
シ
ス
テ
ム
」
の
長
所
を
盲
信
す
る
だ
け
の
「
政
治
経
済
学
」
に
対
す
る
き
び
し
い

批
判
（
一
八
四
〇
年
お
よ
び
一
八
五
八
年
）
に
も
つ
う
じ
た
の
で
（
６６
）

あ
る
。
そ
の
主
旨
は
、
サ
ン
‐
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
、
オ
ー
ウ
ェ

ン
ら
の
主
張
に
学
び
つ
つ
、
産
業
社
会
の
負
の
側
面
を
「
孤
立
化
」（
ア
ト
ム
的
分
裂
）
と
「
非
人
間
性
」（
労
働
者
の
犠
牲
と
悲
惨
）

に
見
て
、
こ
れ
に
原
理
的
に
対
応
し
え
な
い
「
政
治
経
済
学
」
の
怠
慢
と
限
界
を
告
発
し
、
労
働
者
の
地
位
向
上
（
過
度
労
働
の
抑

制
と
独
立
自
営
化
の
支
援
）
と
自
由
競
争
（
↓
孤
立
化
）
の
限
界
づ
け
（
利
己
心
か
ら
共
同
的
目
標
へ
）
と
を
め
ざ
し
て
「
政
治
経

済
学
の
本
質
的
部
分
の
改
造
の
必
要
性
」
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
二
十
九
歳
の
若
い
モ
ー
ル
は
、「
国
法
学
と
政
治

学
に
お
い
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
よ
う
な
人
物
に
（
６７
）

な
る
」
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、
そ
の
ご
独
立
自
営
型
の
「
中
間
身
分
」
社
会

を
理
想
と
す
る
初
期
自
由
主
義
者
と
し
て
の
「
政
治
的
教
授
」
の
視
野
を
獲
得
し
、
市
民
社
会
の
は
ら
む
構
造
的
問
題
へ
の
危
機
意

識
に
ま
で
反
省
的
に
到
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
モ
ー
ル
の
「
政
治
経
済
学
」
批
判
の
根
底
に
は
、
競
争
原
理
の
神
聖
視
に
よ
る
「
コ
ル
ポ
ラ
テ
ィ
ー
フ
な
諸
制
度
」

の
解
体
と
「
市
民
社
会
の
ア
ト
ム
化
的
分
裂
」
と
に
対
す
る
強
い
危
機
感
が
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
づ
け
た
も
の
が
、
個
人
と
国
家
の

中
間
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
生
活
圏L

ebenskreis

」、
す
な
わ
ち
種
族
、
諸
身
分
（
等
族
）、
職
業
団
体
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
地
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方
自
治
体
）、
宗
教
団
体
な
ど
、
人
々
の
共
同
生
活
を
多
層
的
に
構
成
す
る
各
種
中
間
団
体
の
、
固
有
の
意
義
に
着
目
し
た
モ
ー
ル

の
「
社
会
学G

esellschaftsw
issenschaften

」
構
想
で
あ
っ
た
（
一
八
五
一
年
（
６８
）

な
ど
）。
そ
こ
で
は
、
国
家
学
と
社
会
学
は
、
と
も

に
最
広
義
の
社
会
論
（
人
間
の
共
同
生
活
論
）
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
全
体
が
目
的
・
手
段
関
係
論
の
視
点
で
つ
ら
ぬ
か
れ

た
。
こ
う
し
て
モ
ー
ル
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
社
会
」
の
発
見
者
の
一
人
と
な
っ
た
が
、
そ
の
「
生
活
圏
」
の
重
視
と
い
う
点
で
、

個
人
的
交
流
を
つ
う
じ
て
モ
ー
ル
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
は
、「
死
ん
だ
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
十
九
世
紀
の
自
然
法

論
を
再
生
さ
せ
て
最
も
有
力
に
代
弁
し
た
と
い
っ
て
よ
い
人
物
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ア
ー
レ
ン
ス(H

einrich
A

hrens,
1808-1874)

で

あ
る
。

二

十
九
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
で
、
自
然
法
に
代
わ
っ
て
実
定
法
を
基
礎
づ
け
る
哲
学
と
し
て
定
着
し
た
「
法
哲
学
」
に
お
い
て

は
、
一
方
に
シ
ュ
タ
ー
ル
の
よ
う
に
、
既
存
の
国
制
を
神
聖
化
す
る
政
治
的
保
守
主
義
の
立
場
か
ら
の
法
実
証
主
義
の
主
張
が
含
ま

れ
て
い
た
が
、
他
方
で
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ(K

arl
C

hristian
Friedrich

K
rause,

1781-1832)

の
よ
う
に
、
カ
ン
ト
の
法
形
式
論
を
批

判
し
て
、「
法
」
を
人
間
の
倫
理
的
目
標
を
促
進
す
る
た
め
の
社
会
的
条
件
と
と
ら
え
る
質
料
倫
理
的
立
場
も
存
在
し
た
。
旧
秩
序

の
解
体
に
と
も
な
う
社
会
の
流
動
化
と
産
業
化
の
胎
動
の
中
で
、
現
実
の
生
活
課
題
へ
の
認
識
か
ら
、
望
ま
し
い
社
会
像
と
そ
の
た

め
の
方
法
と
を
め
ぐ
る
社
会
改
良
主
義
の
視
座
を
生
み
だ
し
た
の
は
、
こ
の
両
者
の
う
ち
の
後
者
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ゼ
は
、
人
間

が
自
分
の
「
使
命B

estim
m

ung

」（
倫
理
的
目
標
）
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
直
接
的
に
め
ざ
す
「
道
徳
」
だ
け
で
な
く
、

一
定
の
社
会
的
諸
条
件
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
対
象
的
諸
条
件
を
、
人
間
の
意
志
が
つ
く
り
だ
す
「
法
」
と
と
ら
え
た
。
こ

の
見
地
は
、
敬
虔
な
「
使
命
」
論
で
つ
ら
ぬ
か
れ
た
質
料
倫
理
的
目
的
論
の
体
系
で
あ
り
、
カ
ン
ト
の
普
遍
的
自
由
の
た
め
の
外
的

条
件
と
し
て
の
法
形
式
論
と
は
明
ら
か
に
対
立
す
る
、
む
し
ろ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス＝

ト
マ
ス
的
な
伝
統
的
実
質
論
の
立
場
で
あ
っ
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て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
「
法
」
は
、
人
間
の
倫
理
的
目
標
を
積
極
的
に
促
進
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
（
６９
）

あ
る
。

忘
れ
ら
れ
た
法
哲
学
者
ク
ラ
ウ
ゼ
の
生
涯
は
、
病
弱
と
貧
困
と
不
遇
に
み
ち
て
い
た
。
か
れ
は
、
イ
ェ
ー
ナ
に
近
い
ア
イ
ゼ
ン
ベ

ル
ク
の
教
師
（
の
ち
牧
師
）
の
子
に
生
ま
れ
、
イ
ェ
ー
ナ
で
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ン
グ
に
学
ん
で
（
一
七
九
七
―
一
八
〇
〇
年
）
の

ち
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
技
師
学
校
の
数
学
教
師
（
一
八
〇
五
―
一
三
年
）
を
経
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
を
頼
っ
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
教
授
資
格

を
得
た
が
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
急
逝
し
、
そ
の
後
任
に
な
る
夢
も
挫
折
し
て
二
年
足
ら
ず
で
ド
レ
ス
デ
ン
に
戻
り
、
父
か
ら
の
経
済
的
支

援
を
受
け
な
が
ら
研
究
に
集
中
、
あ
ら
た
め
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
教
授
資
格
を
得
て
一
八
二
五
年
か
ら
私
講
師
と
し
て
活
動
し

た
。
し
か
し
、
三
一
年
初
め
、
自
分
の
弟
子
た
ち
も
参
加
し
た
反
政
府
運
動
（
自
由
派
の
学
生
・
市
民
に
よ
る
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
争

乱
）
の
た
め
に
辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
バ
ー
ダ
ー
の
推
薦
も
あ
っ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
へ
移
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
翌
三
二
年
に
卒
中
で
死
ん
だ
。
そ
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
時
代
の
数
年
間
に
遭
遇
し
て
心
酔
し
た
弟
子
た
ち
の
一
人
が
ア
ー

レ
ン
ス
で
あ
り
、
か
れ
は
レ
オ
ン
ハ
ル
デ
ィ(H

erm
ann

K
arl

von
L

eonhardi,
1809-1875)

や
レ
ー
ダ
ー(K

arl
D

avid
A

ugust

R
öder,

1806-1879)

ら
と
と
も
に
、
師
の
思
想
の
普
及
と
拡
充
に
努
め
た
。
レ
オ
ン
ハ
ル
デ
ィ
は
、
師
の
厖
大
な
遺
稿
の
整
理
・

公
刊
に
尽
力
し
、
四
一
年
に
師
の
娘
と
結
婚
、
の
ち
プ
ラ
ハ
大
学
の
教
授
、
レ
ー
ダ
ー
は
、
の
ち
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
教
授
と
し
て
、

と
も
に
ク
ラ
ウ
ゼ
の
自
然
法
論
な
い
し
法
哲
学
の
普
及
者
と
な
っ
た
。

一
八
〇
八
年
に
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
近
郊
の
農
場
管
理
人
の
子
に
生
ま
れ
た
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
二
七
年
か
ら
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
法

学
を
学
び
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
熱
心
な
弟
子
と
な
っ
た
が
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
争
乱
で
指
導
的
に
活
動
し
た
た
め
、
軍
隊
に
よ
る
鎮
圧
で

ベ
ル
ギ
ー
へ
逃
亡
、
そ
の
ご
フ
ラ
ン
ス
語
に
習
熟
し
て
一
八
三
四
年
に
、
新
設
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大
学
の
哲
学
教
授
と
な
っ
た
。
か

れ
は
、
こ
の
地
で
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
パ
リ
で
出
版
し
た
『
自
然
法
ま
た
は
法
の
哲
学
の
講
義
』（
一
八
三
八
年
）
の
大
成
功
に
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よ
り
全
欧
的
に
声
望
を
得
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
の
社
会
哲
学
を
語
る
私
的
サ
ー
ク
ル
を
主
宰
し
、
三
九
年
の
秋
に
ベ
ル
ギ
ー
を

旅
行
し
た
モ
ー
ル
も
こ
れ
に
参
加
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ス
お
よ
び
そ
の
仲
間
た
ち
と
知
り
合
う
の
で
あ
る
。
三
月
革
命
勃
発
に
よ
り
、

ア
ー
レ
ン
ス
は
郷
里
の
選
挙
区
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
に
選
出
さ
れ
、
そ
の
ご
、
グ
ラ
ー
ツ
（
一
八
五
〇
―
六
〇
年
）、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
（
一
八
六
〇
―
七
四
年
）
の
教
授
と
し
て
法
哲
学
や
国
家
論
を
講
じ
た
。
同
時
に
、
と
く
に
最
初
の
主
著
の
フ
ラ
ン

ス
語
で
の
出
版
に
よ
っ
て
、
師
ク
ラ
ウ
ゼ
の
思
想
が
南
欧
や
南
米
に
普
及
し
て
《K

rausism
o

》
と
し
て
広
く
定
着
す
る
こ
と
に
大

き
く
貢
献
し
た
。

続
稿
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
展
望
す
る
な
ら
ば
、
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
人
間
の
「
生
活
目
的
」
と
し
て
の
「
善
」
の
普
遍
的
秩
序
の

存
在
を
想
定
し
、「
善
」
す
な
わ
ち
各
人
の
「
人
格
」
や
能
力
の
自
由
な
開
展
と
「
完
全
性
」
希
求
と
い
う
当
為
（
究
極
目
的
）
の

観
点
か
ら
、
法
と
道
徳
を
、
と
も
に
こ
の
当
為
を
実
現
す
る
た
め
の
（
間
接
的
・
直
接
的
な
）
条
件
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
法
と
道

徳
の
倫
理
的
一
体
性
を
主
張
し
た
。
そ
れ
は
師
ク
ラ
ウ
ゼ
譲
り
の
質
料
倫
理
的＝

実
体
的
な
目
的
論
で
あ
り
、
カ
ン
ト＝

サ
ヴ
ィ
ニ

ー
的
な
法
形
式
論
と
は
対
立
し
、（
む
し
ろ
ヴ
ォ
ル
フ
に
連
接
し
う
る
）
自
然
法
論
の
再
生
を
意
味
し
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社

会
科
学
史
上
の
ア
ー
レ
ン
ス
の
功
績
の
一
つ
は
、
多
様
な
「
生
活
圏
」
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ー
ル
に
先
ん
じ
て

「
社
会
」
の
発
見
者
の
一
人
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ス
は
、
観
念
的
な
近
代
主
義
的
ア
ト
ム
論
と
は
異
な
る
こ
う
し
た

多
元
的
・
有
機
的
社
会
観
の
も
と
で
、
人
々
の
生
活
諸
関
係
と
い
う
現
実
の
客
観
世
界
を
、
当
為
に
律
せ
ら
れ
た
人
間
の
自
然
（
自

然
法
）
の
見
地
か
ら
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、「
生
活
目
的
」
論
（
と
く
に
「
善
」
実
現
の
条
件
と
し
て
の
「
法
」
規
定
）
の
観
点

か
ら
、「
人
格
」
や
才
能
の
開
展
を
阻
む
障
害
物
、
と
り
わ
け
「
所
有
」
の
不
平
等
へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
、
改
善
の
た
め
の
方
法

と
し
て
、
国
家
の
立
法
・
行
政
と
な
ら
ん
で
、
分
節
的
社
会
を
構
成
す
る
各
種
の
自
主
的
な
「
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
」
が
構
想
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さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
哲
学
の
冬
」
の
時
代
に
、
自
然
法
的
目
的
論
が
近
代
産
業
社
会
の
構
造
的
問
題
を
認
識
し
、
一
つ

の
協
同
的
な
社
会
改
良
主
義
に
結
実
す
る
と
い
う
経
路
が
示
さ
れ
る
。

九
歳
年
長
の
モ
ー
ル
は
、
ア
ー
レ
ン
ス
と
の
個
人
的
交
流
を
つ
う
じ
て
、
そ
の
多
元
的
社
会
観
か
ら
批
判
的
に
多
く
を
学
び
、
上

記
の
「
社
会
学
」
構
想
を
練
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
ア
ー
レ
ン
ス
の
「
生
活
目
的
」
論
に
も
と
づ
く
現
状
批
判
と
改
善
志
向
の
見
地

は
、
モ
ー
ル
の
「
政
治
経
済
学
」
批
判
に
お
け
る
問
題
発
見
的
視
座
の
う
ち
に
活
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
国
家
学
の
、
目
的

論
と
し
て
の
実
質
性
に
由
来
す
る
、
こ
う
し
た
社
会
科
学
史
上
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
問
題
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

（
１
）

H
.

M
aier,

D
ie

L
ehre

der
Politik

an
den

deutschen
U

niversitäten
vornehm

lich
vom

16.
bis

18.
Jahrhundert,in:

D
.O

berndörfer

(hrsg.),
W

issenschaftliche
Politik,

E
ine

E
inführung

in
G

rundfragen
ihrer

T
radition

und
T

heorie,
Freiburg

i.
B

.
1962,

S.
59-

116.

（
２
）
木
村
周
市
朗
「
ド
イ
ツ
国
家
学
と
経
済
学
―
―
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ウ
の
〈
官
房
学
の
再
編
成
〉
を
中
心
に
―
―
」、『
成
城
大

学
経
済
研
究
』、
第
一
八
二
号
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
所
収
、
を
見
よ
。

（
３
）

K
.

T
ribe,

G
overning

econom
y:

the
reform

ation
of

G
erm

an
econom

ic
discourse

1750-1840,
C

am
bridge

1988,
pp.

151-152.

（
４
）

W
.

Stieda,
D

ie
N

ationalökonom
ie

als
U

niversitätsw
issenschaft,

L
eipzig

1906,
U

nveränderter
N

eudruck,
V

aduz
1978,

S.
110,

112-114,
121,

208-213,
220-224;

D
.

F.
L

indenfeld,
T

he
practical

im
agination:

the
G

erm
an

sciences
of

state
in

the
nineteenth

century,
C

hicago
and

L
ondon

1997,
pp.

34-36;
K

.
T

ribe,
D

ie
’ K

am
eral

H
ohe

Schule
zu

L
autern‘

und
die

A
nfänge

der

ökonom
ischen

L
ehre

in
H

eidelberg
(1774-1822),

in:
N

.
W

aszek
(hrsg.),

D
ie

Institutionalisierung
der

N
ationalökonom

ie
an
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deutschen
U

niversitäten,
St.

K
atharinen

1988,
S.

162-191,
S.

174-180;
ditto,

G
overning

econom
y,

pp.
105-109,

153-154.

（
５
）

M
.

Stolleis,
G

eschichte
des

öffentlichen
R

echts
in

D
eutschland,

B
d.

1:
R

eichspublizistik
und

Policeyw
issenschaft

1600-

1800,
M

ünchen
1988,

S
.

377-379.
（
６
）

W
.

R
oscher,

G
eschichte

der
N

ational-O
ekonom

ik
in

D
eutschland,

M
ünchen

1874,
R

epr.,
1965,

S.
603.

（
７
）

I.
K

ant,
M

etaphysik
der

Sitten,
1797,

hrsg.
von

K
.

V
orländer,

Philosophische
B

ibliothek,
B

d.
42,

3.
A

ufl.,
L

eipzig
1919,

S.

4.

加
藤
新
平
・
三
島
淑
臣
訳
『
人
倫
の
形
而
上
学
』（
法
論
）、『
世
界
の
名
著
３２
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
、
三
二
六
ペ
ー
ジ
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
引
用
文
中
の
（

）
は
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
、〔

〕
の
部
分
は
引
用
者
の
補
筆
で
あ
り
、
引
用
文
中
の
傍
点
は
、

原
文
が
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
（
ま
た
は
、
ご
く
ま
れ
に
イ
タ
リ
ッ
ク
や
ゴ
チ
ッ
ク
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
邦
訳
書
が
あ
る
ば
あ
い
は

該
当
ペ
ー
ジ
数
を
漢
数
字
で
併
記
す
る
が
、
引
用
文
は
邦
訳
書
に
従
っ
て
い
な
い
ば
あ
い
が
あ
る
。

（
８
）

B
rief

von
G

arve,
zit.

bei:
M

.
Stolleis,

Staatsraison,
R

echt
und

M
oral

in
philosophischen

T
exten

des
späten

18.
Jahrhunderts,

M
eisenheim

a.
G

.
1972,

S.
4.

（
９
）

D
.

Jacoby,
A

rt.
” G

arve,
C

h.“,
in:

A
D

B
,

B
d.

8,
1878,

S.
385-392.

（
１０
）

C
.

G
arve,

E
igene

B
etrachtungen

über
die

allgem
einsten

G
rundsätze

der
Sittenlehre,

B
reslau

1798,
zit.

bei:
M

.
Stolleis,

Staatsraison,
S.

5.

シ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
後
注（
５０
）を
見
よ
。

（
１１
）

F.
O

z-Salzberger,
T

ranslating
the

enlightenm
ent:

Scottish
civic

discourse
in

eighteenth-century
G

erm
any,

O
xford

1995,
p.

191.

（
１２
）

M
.

Stolleis,
Staatsraison,

S.
3.

（
１３
）

F.
O

z-Salzberger,
op.

cit.,
pp.

130-137,
190-216,

221,
229-256,

and
passim

.

ス
ミ
ス
を
含
む
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
導
入
口

と
し
て
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
重
要
さ
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
見
よ
。W

.
T

reue,
A

dam
Sm

ith
in

D
eutschland,

Z
um

Problem
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des
” Politischen

Professors“
zw

ischen
1776

und
1810,

in:
D

eutschland
und

E
uropa,

H
istorische

Studien
zur

V
ölker-

und

Staatenordnung
des

A
bendlandes,

Festschrift
für

H
ans

R
othfels,

hrsg.
von

W
.

C
onze,

D
üsseldorf

1951,
S.

101-133,
S.

102-

110.
（
１４
）

K
.

T
ribe,

G
overning

econom
y,

pp.
155-162.

ト
ラ
イ
ブ
が
こ
の
文
脈
で
、
個
々
の
タ
イ
ト
ル
に
も
留
意
し
つ
つ
概
観
し
て
い
る
官

房
学
文
献
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

J.
A

.
V

öllinger,
G

rundriß
einer

A
llgem

einen
kritisch-philosophischen

W
irthschafts-L

ehre,
H

eidelberg
1796.

F.
L

.
W

alther,
V

ersuch
eines

System
s

der
C

am
eral-W

issenschaften,
G

ießen
1793.

P.
E

.
K

lipstein,
R

eine
W

irthschaftslehre,
G

ießen
1797.

F.
K

.
G

avard,
Prolegom

enon
für

eine
reine

und
angew

andte
Staatsökonom

ie,
2

B
de.,

W
ürzburg

1797.

J.
A

.
V

öllinger,
System

einer
angew

andten
W

irthschaftslehre
überhaupt,

H
eidelberg

1797.

T
.

Schm
alz,

E
ncyclopädie

der
C

am
eralw

issenschaften,
K

önigsberg
1797.

C
.

D
.

H
.

B
ensen,

V
ersuch

eines
system

atischen
G

rundrisses
der

reinen
und

angew
andten

Staatslehre
für

K
am

eralisten,
3

B
de.,

E
rlangen

1798-99.

（
１５
）

K
.

H
.

R
au,

G
rundriß

der
K

am
eralw

issenschaft
oder

W
irthschaftslehre

für
encyklopädische

V
orlesungen,

H
eidelberg

1823,
S.

9-13.

（
１６
）
ベ
ン
ゼ
ン
の
著
書
は
前
注（
１４
）を
参
照
の
こ
と
。
ベ
ン
ゼ
ン
が
こ
の
主
著
で
、
ユ
ス
テ
ィ
や
ゾ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
な
ど
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学

文
献
の
あ
と
に
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
と
カ
ン
ト
を
引
証
し
て
い
る
と
い
う
過
渡
的
様
相
に
つ
い
て
は
、K

.
T

ribe,
op.

cit.,
p.

161.

を
見
よ
。

（
１７
）

D
.

F.
L

indenfeld,
op.

cit.,
pp.

62-64.

（
１８
）

H
.

W
inkel,

Z
ur

E
ntw

icklung
der

N
ationalökonom

ie
an

der
U

niversität
K

önigsberg,
in:

N
.

W
aszek,

a.a.O
.,

S.
109-121.
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（
１９
）

I.
K

ant,
Idee

zu
einer

allgem
einen

G
eschichte

in
w

eltbürgerlicher
A

bsicht,
1784,

in:
ders.,

K
leinere

Schriften
zur

G
eschichtsphilosophie,

E
thik

und
Politik,

hrsg.
von

K
.

V
orländer,

Philosophische
B

ibliothek,
B

d.
47

I,
L

eipzig
1913,

S.
3-20,

S.
7ff.

(D
ritter

bis
Fünfter

Satz).

「
世
界
公
民
的
見
地
に
お
け
る
一
般
史
の
構
想
」、
篠
田
英
雄
訳
『
啓
蒙
と
は
何
か

他
四
篇
』、
岩

波
文
庫
、
一
九
七
四
年
、
所
収
、
二
七
―
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
２０
）

I.
K

ant,
G

rundlegung
zur

M
etaphysik

der
Sitten,

hrsg.
von

K
.

V
orländer,

Philosophische
B

ibliothek,
B

d.
41,

4.
A

ufl.,

L
eipzig

1917,
S.

18.

野
田
又
夫
訳
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』、
前
掲
『
世
界
の
名
著
３２
』、
二
四
二
ペ
ー
ジ
。;

ders.,
K

ritik

der
praktischen

V
ernunft,

hrsg.
von

K
.

V
orländer,

Philosophische
B

ibliothek,
B

d.
38,

7.
A

ufl.,
L

eipzig
1920,

S.
95ff.

坂
部
恵

・
伊
古
田
理
訳
『
実
践
理
性
批
判
』、『
カ
ン
ト
全
集
７
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
三
〇
ペ
ー
ジ
以
下
。

（
２１
）

I.
K

ant,
U

eber
den

G
em

einspruch
:

D
as

m
ag

in
der

T
heorie

richtig
sein,

taugt
aber

nicht
für

die
Praxis,

1793,
in

:
Philo-

sophische
B

ibliothek,
B

d.
47

I,
S.

67-113,
S.

105.

「
理
論
と
実
践
」、
前
掲『
啓
蒙
と
は
何
か

他
四
篇
』、
所
収
、
一
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
２２
）
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
木
村
周
市
朗
「
質
料
倫
理
問
題
と
し
て
の
生
活
課
題
―
―
〈
カ
ン
ト
後
〉
問
題
と
ヘ
ー
ゲ
ル
―
―
」、『
成

城
大
学
経
済
研
究
』、
第
一
八
六
号
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
、
所
収
、
を
見
よ
。

（
２３
）

M
.

Stolleis,
G

eschichte,
B

d.
I,

S.
268-297.

（
２４
）

C
.

L
ink,

H
errschaftsordnung

und
bürgerliche

Freiheit,
G

renzen
der

Staatsgew
alt

in
der

älteren
deutschen

Staatslehre,
W

ien

et
al.

1979,
S.

45-65.
V

gl.
auch

M
.

Stolleis,
G

eschichte,
B

d.
I,

S.
291-297.

（
２５
）

C
.

L
ink,

a.a.O
.,

S.
54.

（
２６
）

H
.

M
aier,

D
ie

L
ehre

der
Politik,

S.
78-80;

M
.

Stolleis,
G

eschichte,
B

d.
I,

S.
82-84.

（
２７
）

D
.

K
lippel,

N
aturrecht

als
politische

T
heorie,

Z
ur

politischen
B

edeutung
des

deutschen
N

aturrechts
im

18.
und

19.

Jahrhundert,
in:

H
.

E
.

B
ödeker

u.
U

.
H

errm
ann

(hrsg.),
A

ufklärung
als

Politisierung
–

Politisierung
der

A
ufklärung,

H
am

burg
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1987,
S.

267-293,
S.

271f.

（
２８
）

M
.

Stolleis,
R

eichspublizistik
–

Politik
–

N
aturrecht

im
17.

und
18.

Jahrhundert,
in:

ders.
(hrsg.),

Staatsdenker
im

17.
und

18.
Jahrhundert,

R
eichspublizistik,

Politik,
N

aturrecht,
2.,

erw
eiterte

A
ufl.,

Frankfurt
a.

M
.

1987,
S.

23.

佐
々
木
有
司
・
柳
原
正

治
訳
『
一
七
・
一
八
世
紀
の
国
家
思
想
家
た
ち
―
―
帝
国
公
（
国
）
法
論
・
政
治
学
・
自
然
法
論
―
―
』、
木
鐸
社
、
一
九
九
五
年
、
二

六
ペ
ー
ジ
。

（
２９
）

M
.

Stolleis,
G

eschichte,
B

d.
I,

S.
295.

ユ
ス
テ
ィ
自
身
は
王
権
の
制
限
に
は
き
わ
め
て
懐
疑
的
で
、
君
主
自
身
が
「
善
意
と
知
恵
」

で
民
を
幸
福
に
す
る
温
情
的
絶
対
主
義
を
理
想
と
し
て
い
た
が
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
制
限
王
政
論
は
、
身
分
制
的
中
間
権
力
と
啓
蒙
絶

対
主
義
と
の
両
面
で
ド
イ
ツ
の
現
実
と
接
点
を
も
ち
え
た
。
た
と
え
ば
Ｆ
・
Ｃ
・
ｖ
・
モ
ー
ザ
ー
は
、
中
間
団
体
（＝

領
邦
等
族
）
を

「
人
民
の
自
由
の
守
護
者
」
と
み
な
し
た
。
こ
の
点
を
含
め
、
と
く
に
『
法
の
精
神
』（
一
七
四
八
年
。
ド
イ
ツ
語
版
は
一
七
五
三
年
刊
）

が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
知
識
人
の
あ
い
だ
に
、
ド
イ
ツ
の
国
制
構
造
や
「
ド
イ
ツ
的
自
由
」
や
「
国
民
精
神
」
な
ど
を
め
ぐ
る
議
論
を
広

く
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
を
見
よ
。R

.
V

ierhaus,
M

ontesquieu
in

D
eutschland,

Z
ur

G
eschichte

seiner
W

irkung
als

politischer
Schriftsteller

im
18.

Jahrhundert,
in:

ders.,
D

eutschland
im

18.
Jahrhundert,

Politische
V

erfassung,
soziales

G
efüge,

geistige
B

ew
egungen,

G
öttingen

1987,
S.

9-32,
262-267.

佐
々
木
毅
訳
「
一
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
影

響
」、
Ｆ
・
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
、
Ｒ
・
フ
ィ
ー
ア
ハ
ウ
ス
他
著
、
成
瀬
治
編
訳
『
伝
統
社
会
と
近
代
国
家
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
一

〇
一
―
一
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
３０
）

C
.

L
ink,

Johann
Stephan

Pütter,
in:

M
.

Stolleis
(hrsg.),

Staatsdenker,
S.

310-331.

前
掲
訳
書
、
五
一
一
―
五
四
八
ペ
ー
ジ
。

（
３１
）

C
.

R
itter,

Im
m

anuel
K

ant,
in:

M
.

Stolleis
(hrsg.),

Staatsdenker,
S.

332-353,
S.

332.

前
掲
訳
書
、
五
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（
３２
）

H
.

E
.

B
ödeker,

D
as

staatsw
issenschaftliche

Fächersystem
im

18.
Jahrhundert,

in:
W

issenschaften
im

Z
eitalter

der
A

uf-

klärung,
hrsg.

von
R

.
V

ierhaus,
G

öttingen
1985,

S.
143-162,

S.
153-157.
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（
３３
）

A
.

L
.

Schlözer,
A

llgem
eines

StatsR
echt

und
StatsV

erfassungsL
ere,

G
öttingen

1793,
zit.

bei:
C

.
L

ink,
H

errschaftsordnung,

S.
58.

（
３４
）

E
benda,

S.
57f.;

M
.

Stolleis,
G

eschichte,
B

d.
1,

S.
318f.

（
３５
）

M
.

Stolleis,
G

eschichte,
B

d.
1,

S.
320.

（
３６
）

C
.

R
itter,

Im
m

anuel
K

ant,
a.a.O

.,
S.

332f.

前
掲
訳
書
、
五
四
九
―
五
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（
３７
）

D
.

K
lippel,

a.a.O
.,

S.
275.

（
３８
）

I.
K

ant,
M

etaphysik
der

Sitten,
a.a.O

.,
S.

55-67
(§§5-9).

前
掲
訳
書
、
三
七
四
―
三
八
五
ペ
ー
ジ
。
あ
わ
せ
て
、
村
上
淳
一
『
近

代
法
の
形
成
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
八
四
―
八
八
ペ
ー
ジ
、
同
「
ド
イ
ツ
法
学
」、
碧
海
純
一
・
他
編
『
法
学
史
』、
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
六
年
、
所
収
、
一
三
四
―
一
三
五
ペ
ー
ジ
を
見
よ
。

（
３９
）
村
上
、
前
掲
書
、
一
〇
五
―
一
〇
八
ペ
ー
ジ
、
同
「
ド
イ
ツ
法
学
」、
一
三
四
―
一
三
六
ペ
ー
ジ
を
見
よ
。

（
４０
）

F.
W

ieacker,
Privatrechtsgeschichte

der
N

euzeit
unter

besonderer
B

erücksichtigung
der

deutschen
E

ntw
icklung,

2.,
neu-

bearb.
A

ufl.,
G

öttingen
1967,

S.
352f.

（
４１
）

C
.

L
ink,

H
errschaftsordnung,

S.
60-64.

（
４２
）

W
.

H
ennis,

Politik
und

praktische
Philosophie,

E
ine

Studie
zur

R
ekonstruktion

der
politischen

W
issenschaft,

N
euw

ied
u.

B
erlin

1963,
S.

123ff.

（
４３
）
木
村
、
前
掲
「
質
料
倫
理
問
題
と
し
て
の
生
活
課
題
」
を
見
よ
。

（
４４
）

G
.

W
.

F.
H

egel,
G

rundlinien
der

Philosophie
des

R
echts,

hrsg.
von

G
.

L
asson,

Philosophische
B

ibliothek,
B

d.
124,

2.
A

ufl.,

L
eipzig

1921,
S.

50f.
(§40).

藤
野
渉
・
赤
澤
正
敏
訳
『
法
の
哲
学
』、『
世
界
の
名
著
３５
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
、
二
三
四
ペ

ー
ジ
。
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（
４５
）

E
benda,

S.
334.

(Z
usatz

zu
§182).

前
掲
訳
書
、
四
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
４６
）

E
benda,

S.
139.

(§157).

前
掲
訳
書
、
三
八
五
ペ
ー
ジ
。
あ
わ
せ
て
、
村
上
、
前
掲
書
、
一
〇
八
―
一
一
二
ペ
ー
ジ
、
同
「
ド
イ
ツ

法
学
」、
一
三
七
―
一
四
〇
ペ
ー
ジ
を
見
よ
。

（
４７
）

L
.

A
.

W
arnkönig,

D
ie

W
iederauferstehung

des
N

aturrechts
oder

kritische
U

eberschau
der

drei
neuesten

L
ehrbücher,

in:

K
ritische

V
ierteljahrsschrift

für
G

esetzgebung
und

R
echtsw

issenschaft,
B

d.
3,

M
ünchen

1861,
S.

241-282,
S.

243.

（
４８
）

v.
Schulte,

A
rt.

” W
arnkönig,

L
.

A
.“,

in
:

A
D

B
,

B
d.

41,
1896,

S.
177-178.

（
４９
）

L
.

A
.

W
arnkönig,

a.a.O
.,

S.
241f.

（
５０
）
こ
の
傍
点
部
は
、
シ
ラ
ー
の
二
行
詩(X

enien)

の
中
の
「
カ
ン
ト
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
」
と
題
さ
れ
た
も
の
の
後
段
。
そ
の
前
段
は
、

「
た
っ
た
一
人
の
金
持
ち
が
、
な
ん
と
た
く
さ
ん
の
乞
食
に
職
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
！
」、
で
あ
る
。F.

Schiller,
” K

ant
und

seine

A
usleger“,

in:
ders.,

Säm
tliche

W
erke

in
zehn

B
änden,

B
erliner

A
usgabe,

B
d.

1,
B

erlin
2005,

S.
292.

シ
ラ
ー
が
カ
ン
ト
の
注
釈
者
た
ち
を
風
刺
し
た
こ
の
二
行
詩
に
つ
い
て
、
右
の
ベ
ル
リ
ン
版
シ
ラ
ー
全
集
の
編
者
は
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ

ヒ
‐
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
（
デ
ン
マ
ー
ク
領
）
の
皇
太
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ォ
ン
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
宛

の
一
七
九
三
年
七
月
十
三
日
付
の
シ
ラ
ー
の
手
紙
の
中
の
一
節
の
参
照
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

―
―
「
い
く
つ
も
の
カ
ン
ト
の
命
題
に
は
、
そ
れ
ら
を
立
て
る
さ
い
の
厳
格
な
純
粋
性
と
ス
コ
ラ
学
的
な
形
式
が
、
そ
れ
ら
の
内
容
と
は

な
じ
ま
な
い
過
酷
さ
と
奇
妙
さ
と
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
外
皮
を
取
り
去
る
と
、
そ
れ
ら
は
普
遍
的
理
性
の
古
び
た

諸
要
求
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
で
す
。
わ
た
く
し
の
し
ば
し
ば
述
べ
て
き
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
哲
学
的
な
真
理
は
、
そ
う
し
た
も
の
と

は
別
の
形
式
で
発
見
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
別
の
形
式
で
応
用
さ
れ
、
広
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
建
物
の
美
し
さ
と

い
う
も
の
は
、
左
官
や
大
工
の
道
具
を
片
付
け
、
そ
れ
が
登
っ
た
足
場
を
取
り
去
る
ま
で
は
、
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ン
ト

の
大
部
分
の
弟
子
た
ち
は
、
か
れ
の
体
系
の
仕
組
み
よ
り
も
む
し
ろ
精
神
を
奪
わ
れ
る
に
ま
か
せ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
う
な
る
こ
と
に
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よ
っ
て
、
か
れ
ら
は
建
築
家
よ
り
も
む
し
ろ
労
働
者
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
の
で
す
。」F.

Schiller,
B

riefe
an

E
rbprinz

Friedrich
C

hristian
von

H
olstein-A

ugustenburg,
in:

ders.,
Säm

tliche
W

erke,
B

d.
8,

S.
678.

右
の
引
用
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ラ
ー
の
批
判
は
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
自
体
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
シ
ラ
ー
は
、
カ
ン
ト

の
「
意
志
の
自
律
」
論
に
深
く
傾
倒
し
つ
つ
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
近
代
の
自
己
分
裂
（
疎
外
、
管
理
化
、
孤
立
化
と
専
門
化
、
そ
し
て
実

質
の
な
い
形
式
な
ど
）
の
問
題
状
況
を
認
識
し
、
身
体
と
精
神
、
利
己
的
社
会
と
思
弁
的
哲
学
、
感
覚
と
知
性
の
調
和
的
統
一
を
、
一
種

の
対
話
的
理
性
と
し
て
の
「
芸
術K

unst

」
の
使
命
と
と
ら
え
た
。
こ
の
点
を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
、
シ
ラ
ー
の
『
人
間
の
美
的
教
育

に
か
ん
す
る
書
簡
』（
一
七
九
五
年
）
を
見
よ
。
―
―
「
必
要
が
人
間
を
社
会
の
中
へ
入
ら
せ
、
ま
た
、
理
性
が
社
交
的
諸
原
理
を
人
間

に
植
え
付
け
る
に
し
て
も
、
美
だ
け
が
人
間
に
社�

交�

的�

な�

性�

格�

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
こ
の
ほ
か
の
伝
達
の
形
式
は
、
す
べ
て

社
会
を
分
離
し
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
形
式
は
、
も
っ
ぱ
ら
社
会
の
成
員
が
個
々
に
も
つ
個
人
的
感
受
性
か
、
あ
る
い
は

個
人
的
な
熟
練
度
に
、
つ
ま
り
人
間
を
互
い
に
分
け
隔
て
て
い
る
も
の
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
美
に
よ
る
伝
達
だ
け
が
、
万
人

に
共
通
な
も
の
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
社
会
を
一
つ
に
結
び
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。」F.

Schiller,
Ü

ber
die

ästhetische
E

rziehung

des
M

enschen
in

einer
R

eihe
von

B
riefen,

in:
a.a.O

.,
B

d.
8,

S.
305-408,

S.
406f.

あ
わ
せ
て
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
マ
ー
ス
に
よ

る
シ
ラ
ー
へ
の
留
意
も
参
照
の
こ
と
。J.

H
aberm

as,
E

xkurs
zu

Schillers
B

riefen
über

die
ästhetische

E
rziehung

des
M

enschen,
in:

ders.,
D

er
philosophische

D
iskurs

der
M

oderne,
Z

w
ölf

V
orlesungen,

Frankfurt
a.

M
.

1985,
S.

59-64.

三
島
憲
一
・
他
訳
『
近

代
の
哲
学
的
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
Ⅰ
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
六
七
―
七
五
ペ
ー
ジ
。

（
５１
）

L
.

A
.

W
arnkönig,

a.a.O
.,

S.
242-245.

（
５２
）

E
benda,

S.
252-254.

（
５３
）

E
benda,

S.
246-251.

（
５４
）

H
.

W
elzel,

G
edanken

zur
B

egriffsgeschichte
der

R
echtsphilosophie,

in:
Festschrift

für
W

ilhelm
G

allas
zum

70.
G

eburtstag
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am
22.

Juli
1973,

hrsg.
von

K
.

L
ackner

u.
a.,

B
erlin

1973,
S.

1-5,
S.

1.

（
５５
）

L
.

A
.

W
arnkönig,

R
echtsphilosophie

als
N

aturlehre
des

R
echts,

Freiburg
i.

B
.

1839,
N

eudruck,
A

alen
1969,

S.
137-144.

V
gl.

auch
D

.
K

lippel,
a.a.O

.,
S.

268,
283

A
nm

.
8.

（
５６
）
木
村
周
市
朗
『
ド
イ
ツ
福
祉
国
家
思
想
史
』、
未
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
四
―
二
一
七
ペ
ー
ジ
を
見
よ
。

（
５７
）

M
.

Stolleis,
G

eschichte
des

öffentlichen
R

echts
in

D
eutschland,

B
d.

II:
Staatsrechtslehre

und
V

erw
altungsw

issenschaft
1800-

1914,
M

ünchen
1992,

S
.

50.

（
５８
）

F.
W

ieacker,
a.a.O

.,
S.

353ff.

（
５９
）

E
benda,

S.
372ff.

（
６０
）

F.
C

.
v.

Savigny,
System

des
heutigen

röm
ischen

R
echts,

I,
zit.

bei:
ebenda,

S.
375.

（
６１
）

F.
W

ieacker,
a.a.O

.,
S.

396ff.

（
６２
）

M
.

Stolleis,
G

eschichte,
B

d.
II,

S.
423.

（
６３
）
木
村
、
前
掲
「
ド
イ
ツ
国
家
学
と
経
済
学
」
を
見
よ
。

（
６４
）

W
.

H
ennis,

a.a.O
.,

S.
120.

（
６５
）
こ
の
点
は
、
木
村
、
前
掲
書
、
二
七
一
ペ
ー
ジ
以
下
を
見
よ
。

（
６６
）

R
.

M
ohl,

D
ie

V
ergangenheit,

G
egenw

art
und

Z
ukunft

der
politischen

O
ekonom

ie,
in:

D
eutsche

V
ierteljahrs

Schrift,
3.

H
eft,

Stuttgart
u.

T
übingen

1840,
S.

1-72;
ders.,

D
ie

Schriften
über

die
G

eschichte
der

politischen
Ö

konom
ie,

in:
ders.,

D
ie

G
eschichte

und
L

iteratur
der

Staatsw
issenschaften,

B
d.

3,
E

rlangen
1858,

U
nveränderter

A
bdruck,

G
raz

1960,
S.

291-338.

（
６７
）

B
rief

von
R

.
M

ohl
an

Julius
M

ohl,
zit.

bei:
E

.
A

ngerm
ann,

R
obert

von
M

ohl
1799-1875,

L
eben

und
W

erk
eines

altliberalen

Staatsgelehrten,
N

euw
ied

1962,
S.

34.
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（
６８
）

R
.

M
ohl,

G
esellschafts-W

issenschaften
und

Staats-W
issenschaften,

in:
Z

eitschrift
für

die
gesam

m
te

Staatsw
issenschaft,

7.

Jg.,
1.

H
eft,

T
übingen

1851,
S.

3-71.

（
６９
）
ク
ラ
ウ
ゼ
の
著
作
は
、
死
後
に
公
刊
さ
れ
た
遺
稿
や
講
義
録
も
含
め
る
と
か
な
り
の
分
量
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
つ
ぎ
の
一
点
の
み
を

掲
げ
る
。K

.
C

.
F.

K
rause,

A
briß

des
System

es
der

Philosophie
des

R
echtes,

oder
des

N
aturrechtes,

G
öttingen

1828.
（
付
記
）本

稿
は
平
成
二
二
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
（
研
究
課
題
「
自
然
法
的
生
活
目
的
論
と
社
会
改
良
」）
の
交
付
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
一
〇
・
九
・
二
〇
）
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